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●日　時：平成27年３月１日㈰　13:00～15:00
●場　所：ホテルキャメロットジャパン　４F
　　　　　フェアウィンド
●司　会　奥脇　賢一（神奈川県）

１．開会の挨拶
　　関ブロ世話人　種田　芳郎

２．黙祷

３．議題
　１）世話人より提案・協議事項
　　⑴平成27年度事業計画案について
　　　奥脇　賢一（神奈川県）
　　⑵平成27年度予算案について
　　　秋山　修一（神奈川県）

⑶平成27年度日眼医第１回定例代議員会ブ
ロック代表質問について

　２）各県より提出議題
　神奈川県：

１）コンタクトレンズ処方箋なしのレンズ販
売について各県の対応

２）休日・夜間の救急に対する各県の対応を
教えていただきたい。

３）日眼医への緊急要望のあり方について
　千葉県：

１）平成26年６月に発表され、８月28日付け
で、厚労省から都道府県の担当者宛に通達
された、コンタクトレンズの医療機関での
販売に対しての、各県の担当課等の対応は
如何でしょうか。

　栃木県：
１）関東甲信越眼科学会の参加費について

　長野県：
１）日眼生涯教育事業の各県で開催されてい

るメーカーとの共催事業、いわゆる集談会
等において医会と共催メーカーとの費用の
按分比率（費用分担割合）について各県の
実情をご教示お願い致します。

２） 地域包括ケアシステムに代表される在宅
医療に、眼科医が関与されている例があり
ましたら教えていただきたい。

　３）各県より報告事項
　神奈川県：

１）平成27年度「目の健康講座」後援名義に
ついて

　厚生労働省・日本医師会・日本失明予防協
会・日本アイバンク協会

　埼玉県：
１）平成26年度「目の健康講座」（彩の国　

目の祭典2014）
　千葉県：

１）第50回関東甲信越学会について
２）平成27年度「目の健康講座」市民公開講

座について
　茨城県：

１）第51回関東甲信越眼科学会について
　４）日眼医報告
　　　小沢　忠彦（常任理事）
　５）日眼医代議員総務・経理常任委員会報告
　　　総務　原　　　裕（代議員）
　　　経理　小口　和久（代議員）
　６）関ブロ会報編集委員会報告
　　　奥脇　賢一（神奈川県）
　７）第51回関東甲信越眼科学会について
　　　茨城県眼科医会
　８）第52回関東甲信越眼科学会について
　　　栃木県眼科医会
　９）次回開催日時・場所
　　　日時：平成28年６月18日㈯

平成26年度　第２回
関東甲信越地区眼科医会連合会連絡協議会開催報告

栃木県眼科医会会長　原　　　　　裕（大田原市）

　　　場所：宇都宮グランドホテル
　10）その他
４．閉会の挨拶
　　小口　和久（神奈川県）　

平成27年度関東甲信越眼科医会連合会事業計画
（案）

・関東甲信越地区眼科医会連合会各県会長会議の
開催

　第１回
　　日時：平成27年６月13日㈯　16：00～17：00
　　場所：水戸京成ホテル４階「若葉」
　第２回
　　日時：平成28年３月６日㈰　11：00～12：00
　　場所：ホテルキャメロットジャパン
・関東甲信越地区眼科医会連合会連絡協議会の開

催
　第１回
　　日時：平成27年６月13日㈯　17：00～18：30
　第２回
　　日時：平成28年３月６日㈰　13：00～15：00
　　場所：ホテルキャメロットジャパン

・関東甲信越地区眼科医会連合会部門別会議の開
催

　　日時：平成27年６月13日㈯　17：00～18：30
　　場所：水戸京成ホテル
　　　１）健康保険委員会　　　３階「翡翠」
　　　２）勤務医委員会　　　　４階「若竹」
　　　３）男女共同参画委員会　３階「珊瑚」

・第51回関東甲信越眼科学会懇親会の開催
　　日時：平成27年６月13日㈰　19：00～21：00
　　場所：水戸京成ホテル２階「瑠璃」

・第51回関東甲信越眼科学会懇親ゴルフコンペの
開催

　　日時：平成27年６月13日（土）
　　場所：大洗ゴルフ倶楽部

・第51回関東甲信越眼科学会の開催
　　日時：平成27年６月14日㈰　９：00～12：00
　　場所：水戸京成ホテル２階「瑠璃東」

１）小切開逢着時代の白内障手術トラブルマ
ネージメント

　　小沢眼科内科病院　橋本　　宰　副院長
２） アカントアメーバ角膜炎の制圧を目指して
　　筑波大学医学医療系眼科

加治　優一　准教授
３） 手術合併症から学ぶ硝子体手術
　　東京医科大学茨城医療センター眼科

岩崎　琢也　教授

・第50回関東甲信越地区眼科医会連合会医療従事
者講習会の開催

　　日時：平成27年６月14日㈰　９：00～12：00
　　場所：水戸京成ホテル２階「瑠璃西」

１）外国人患者対応セミナー
　　高嶋　愛里　氏
２）医療現場でのクレーム対応
　　平塚　俊樹　氏
３）iPhone、iPadを使ったあたらしいデジタル

ビジョンケア
　東京大学先端科学技術研究センター人間支援

工学分野
　　三宅　琢　先生

・会報の発行
　　会報編集委員会の開催
　　日時：平成28年２月７日㈰
　　場所：新横浜プリンスホテル
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平成27年度栃木県眼科医会総会開催報告

●日　時：平成27年５月10日㈰
　　　　　午前11時30分～午後12時30分
●場　所：自治医科大学研修センター
●出席数：ＡＢ会員69名　Ｃ会員12名　計81
　　　　　委任状　27
　　　　　合計108名

司会：総務担当副会長　吉澤　　徹
　総会開催に先立って、平成26年度に亡くなられ
た　田口太郎先生、石井章次先生、久保田芳雄先
生に黙祷を捧げた

１．開会挨拶　会長　原　裕

２．議事
⑴報告
　①平成26年度栃木県眼科医会会務報告
　　総務担当副会長　　吉澤　　徹
　②平成26年度栃木県眼科医会会計報告
　　経理担当理事　　　城山　力一
　③平成26年度栃木県眼科医会会計報告監査報告
　　監事　　　　　　　宮下　　浩

④平成27年度第１回日本眼科医会定例臨時代議
員会報告

　代議員　　　　　　原　　　裕

⑵協議
　①平成27栃木県眼科医会事業計画の件
　　総務担当副会長　　吉澤　　徹
　②平成27年度栃木県眼科医会予算の件
　　経理担当理事　　　城山　力一
　③平成27年度役員の件
　　会長　　　　　　　原　　　裕
　④栃木県眼科医会ホームページ改訂の件
　　会長　　　　　　　原　　　裕

⑶その他
　①第52回関東甲信越眼科学会の件
　　会長　　　　　　　原　　　裕

　議事は報告・協議とも賛成多数で決議された

４．健保研究会
　　司会：保険担当理事　井岡　大治

５．閉会挨拶
　　副会長　　　　　　　旭　　　英

総務担当理事　福　島　一　哉（宇都宮市）

１．総務関係
　⑴会員数（Ｈ27．3．31．現在）
　　Ａ会員65名、Ｂ会員84名、Ｃ会員13名、Ｍ会員８名、合計170名
　⑵会員の異動　　
　　入会者：５
　	 Ｃ	 古　藪　幸貴子（獨協医大眼科）
	 Ｃ	 宮　島　大　河（獨協医大眼科）
	 Ｃ	 西　田　奈　央（獨協医大眼科）
	 Ｃ	 伊野田　　　悟（自治医大眼科）
	 Ｃ	 片　岡　なつき（自治医大眼科）
　　転入者：５
	 Ｂ	 水　流　忠　彦（国際医療福祉大学眼科）	 東京都より
	 Ｂ	 齋　藤　由　香（小山市　斉藤眼科医院）	 埼玉県より
	 Ｂ	 富　永　聡　子（自治医科大学）	 東京都より
	 Ｂ	 佐々木　　　誠（足利赤十字病院）	 神奈川県より
	 Ａ	 秋　草　正　子（佐野市　石井眼科医院）	 東京都より
　　転出者：５
	 Ｂ	 春野　　　　功（国際福祉大学病院眼科）	 秋田県へ
	 Ｂ	 高　橋　佳　二（獨協医大眼科）	 青森県へ
	 Ｂ	 松　本　佳　浩（獨協医大眼科）	 北海道へ
	 Ｂ	 奥　村　義　彦（足利赤十字病院眼科）	 東京都へ
	 Ｂ	 加　藤　浩　士（足利赤十字病院眼科）	 埼玉県へ

　　退会者：３
	 Ａ	 田　口　太　郎（宇都宮市　田口眼科）
	 Ａ	 石　井　章　次（佐野市　　石井眼科）
	 Ａ	 久保田　芳　雄（宇都宮市　久保田眼科）
　　異動者：
　①会員種別の変更
　　　　Ｂ→Ａ	 関　本　慎一郎（市貝町　関本眼科医院）
　　　　Ａ→Ｂ	 関　本　俊　男（市貝町　関本眼科医院）
　　　　Ｂ→Ａ	 井　上　直　紀（大田原市　井上眼科医院）
　　　　Ａ→Ｂ	 井　上　成　紀（大田原市　井上眼科医院）
　②勤務先変更
	 Ｂ	 八　木　加寿子（上都賀総合病院眼科）
	 Ｂ	 山　田　徹　人（なかまる眼科）
	 Ｂ	 鈴　木　隆次郎（宇都宮市　早津眼科医院）

平成26年度栃木県眼科医会会務報告
栃木県眼科医会総会

総務担当理事　福　島　一　哉（宇都宮市）
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　③自宅住所変更
	 Ｂ	 上　田　昌　弘（国際医療福祉大学塩谷病院）
	 Ｂ	 堤　　　瑛　理（国際医療福祉大学病院眼科）
	 Ｂ	 竹　澤　美貴子（宇都宮市　伊野田眼科クリニック）
⑶定例総会開催（１回）Ｈ26．5．11㈰　於：自治医大
⑷理事会開催（６回）
　第１回　Ｈ26．５．21㈬　於：宇都宮市医師会館
　第２回　Ｈ26．７．16㈬　　　　　　〃
　第３回　Ｈ26．９．３㈬　　　　　　〃
　第４回　Ｈ26．11．19㈬　　　　　　〃
　第５回　Ｈ27．１．21㈬　於：宇都宮市医師会館
　第６回　Ｈ27．４．15㈬　　　　　　〃
⑸中央及び関ブロ諸会議に出席
　Ｈ26．４．５㈯　平成26年度日眼医定例臨時代議員会（東京）		 原（裕）、吉澤（徹）出席
　Ｈ26．４．６㈰　　　　　　　　〃　　　		 原（裕）、吉澤（徹）出席
　Ｈ26．４．６㈰　第１回日眼医代議員会総務経理合同常任委員会（東京）	 原（裕）出席
　Ｈ26．６．14㈯　平成26年度第１回関ブロ支部長会議、関ブロ連絡協議会開催（千葉市）

宮下、原（裕）、出席
　Ｈ26．６．14㈯　平成26年度第１回関ブロ男女共同参画委員会開催（千葉市）

高橋（雄）、大柳、細川出席
　Ｈ26．６．22㈰　第２回平成26年度日眼医定例臨時代議員会（東京）		 原（裕）、吉澤（徹）出席
　Ｈ26．10．19㈰　日眼医都道府県眼科医会連絡会（東京）		  原（裕）出席
　Ｈ27．１．25㈰　日眼医代議員会総務経理合同常任委員会（東京）		  原（裕）出席
　Ｈ27．３．１㈰　平成26年度第２回関ブロ支部長会議、関ブロ連絡協議会（横浜）

宮下、原（裕）、吉澤出席

２．経理関係
　⑴栃木県アイバンクの献眼運動協力募金
　⑵会費の銀行口座よりの自動引落し方式の推進

３．学術関係
　⑴栃木県眼科集談会
　　第67回　Ｈ26．５．11㈰　於：自治医大		  75名出席
　　一般演題：８題
　　特別講演：「iPS細胞由来網膜色素上皮細胞移植：ヒト臨床試験および拒絶反応対策」
　　　　　　　杉田　直　先生
　　　　　　（理化学研究所　発生・再生科学総合研究センター網膜再生医療研究開発プロジェクト）
　　第66回　Ｈ26．11．15㈮　於：宇都宮市医師会館		  74名出席
　　一般講演：７題
　　特別講演：「眼内サイトカイン濃度からみた加齢黄斑変性治療」
　　　　　　　高橋　秀徳先生（自治医科大学眼科学講座　講師）
⑵栃木県眼科医会研究会
　第51回　Ｈ26．６．27㈮　於：宇都宮グランドホテル、（ノバルティスファーマと共催）	 42名出席
　１．「網膜静脈閉塞症の診療アップデート｣　

　　　柳　　靖雄　先生（東京大学医学部眼科学教室　講師）　
　２．「矯正視力1.0を目指す糖尿病黄斑浮腫の治療」
　　　村田　敏規　先生（信州大学医学部眼科学教室　教授）
　第52回　Ｈ27．１．16㈮　於：宇都宮グランドホテル、わかもと製薬株式会社と共催
　１．「糖尿病黄斑浮腫治療アップデート」
　　　須藤　史子　先生（埼玉県済生会栗橋病院眼科部長）
　２．「難治症例への小切開硝子体手術の適応」	
　　　井上　　真　先生（杏林大学　眼科（杏林アイセンター）教授）
⑶獨協医大眼科栃眼医合同講演会
　第37回　Ｈ26．７．27㈮　於：獨協医大		  70名参加
　１．「ドライアイに潜む眼瞼痙攣」　　　　　　　　　
　　　後関　利明　先生（北里大学メディカルセンタ―　眼科部長）
　２．「授考えよう流涙症！始めよう涙道手術！」
　　　井上　　康　先生（医療法人眼科康誠会　井上眼科　理事長）
⑷栃木眼科セミナー
　第22回　Ｈ27．２．27㈮　於：宇都宮グランドホテル、自治医大・興和創薬共催、当会後援　51名参加
　ミニレクチャー：「24時間眼圧測定デバイス：過去、現在、未来」
　　　　　　　　　原　　　岳　先生（原眼科病院　院長）
　特別講演　　　：「緑内障診療の現状と将来」
　　　　　　　　　山本　哲也　先生（岐阜大学大学院医学系研究科眼科学　教授）
⑸下野眼科談話会		  75名参加
　第24回　Ｈ27．３．27㈮　於：宇都宮グランドホテル、獨協医大主催、当会後援　　　
　特別講演１：「iPhone、iPadを使った新しいデジタルビジョンケア」
　　　　　　　三宅　　琢　先生（東京大学先端科学技術研究センター人間支援工学分野）
　特別講演２：「OCTを併用する眼底読影の実際」
　　　　　　　石田　恭子　先生（東邦大学医療センター大橋病院眼科　准教授）
⑹栃木県内科眼科関連疾患懇話会		  60名参加
　第８回　Ｈ26．10．９㈭　宇都宮グランドホテル
　講演１：「白内障治療最前線」
　　　　　小早川信一郎　先生（日本医科大学　多摩永山病院眼科　准教授　診療部長）
　講演２：「糖尿病合併症と糖化　－advancedglycationendproducts（AGEs）とは？」
　　　　　麻生　好正　先生（獨協医科大学　内分泌代謝内科　教授）
⑺栃木ぶどう膜炎カンファレンス		  55名参加
　第４回　Ｈ26．10．３㈮　於：宇都宮グランドホテル
　特別講演：「Fuchs虹彩炎の話」
　　　　　　藤野　雄次　先生（JCHO東京都新宿メディカルセンター部長）
⑻栃眼医獨協眼科病診連携の会		  54名参加
　第３回　Ｈ26．10．10㈮　於：宇都宮グランドホテル
　　　　　　「眼内レンズアップデート2014」
　　　　　　永田万由美　先生（獨協医科大学眼科　講師）
　　　　　　「白内障手術後の管理―術後炎症とNSttDs、最近の話題―」
　　　　　　三宅　謙作　先生（医療法人湘山会眼科三宅病院理事長）
⑼下野眼科診療セミナー
　第７回　Ｈ26．９．５㈮　於：宇都宮グランドホテル
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　　　　　「眼内レンズ度数計算のコツ」
　　　　　須藤　史子　先生（東京女子医大・埼玉県済生会栗橋病院眼科）
　　　　　「斜視の診断治療と小児の眼屈折」
　　　　　八子　恵子　先生（北福島医療センター眼科）

４．医療安全対策及び福祉関係
⑴眼科コメディカル講習会
　講習会は関東各県共同主催（於：帝京大）
⑵栃眼医親睦ゴルフコンペ
　第80回　Ｈ26．４．20㈰　　宮の森カントリー倶楽部		  10名参加
　優勝：木村　雅彦　　　準優勝：石崎　道治
　第81回　Ｈ26．10．26㈰　　宇都宮カンツリークラブ		  13名参加
　優勝：関本慎一郎　　　準優勝：柏瀬　宗弘
⑶栃眼医忘年会開催
　Ｈ26．12．５㈮　於：ホテルニューイタヤ		  18名参加
⑷平成24年度日眼医眼科医事紛争事例調査実施
　栃木県内該当　０例

５．保険関係
⑴中央及び関ブロの会議
　Ｈ26．５．25㈰　日眼医全国審査委員連絡協議会　　　（東京）		  木村　出席
　Ｈ26．６．16㈯　関ブロ健康保険委員会　　　　　　　（千葉市）		  千葉　出席
　Ｈ26．10．26㈰　都道府県眼科医会健保担当理事連絡会（東京）		  井岡　出席
　Ｈ27．２．15㈰　平成26年度都道府県眼科医会介護・在宅医療担当理事連絡会（東京）	 吉澤（徹）出席
⑵健保研究会
　Ｈ26．５．11㈰　栃眼医総会と同時開催（自治医大）
　Ｈ26．11．21㈮　集談会後開催（宇都宮市医師会館）
⑶栃木県社保国保審査委員（眼科）連絡会
　Ｈ26．７．２㈬　宇都宮市医師会館　　　　千葉、木村、宮澤、鈴木、吉澤（徹）、城山、井岡出席
　Ｈ26．11．11㈫　宇都宮市医師会館　　　　千葉、木村、宮澤、鈴木、吉澤（徹）、城山、井岡出席

６．広報関係
　⑴栃木県眼科医会報（第47号）発行（平成26年６月）
　⑵理事会だより（６回）発行
　⑶関ブロ会報編集委員会　Ｈ27．２．１㈰　（横浜市）		  大野出席
　⑷関ブロ会報に「会長挨拶」「各県だより」「随筆」投稿
　⑸ホームページ

７．学校保健関係
⑴中央の会議に出席
　日眼医全国眼科学校医連絡協議会　Ｈ26．９．28㈰（東京）		  苗加出席
⑵栃医学校保健部会理事会
　（第１回）Ｈ26．９．12㈰　　とちぎ健康の森		  苗加出席
　（第２回）Ｈ27．２．26㈭　　護国会館		  苗加出席

８．公衆衛生関係
　⑴栃木県眼科一次救急診療当番表を会員に送付
　⑵｢目の愛護デー記念行事｣準備委員会
　　（７月31日㈭　宇都宮市健康センター（ララスクエアビル９階））		  堤出席
　⑶｢目の愛護デー記念行事｣（宇都宮市健康センター（ララスクエアビル９階））
　　H26．10．５㈰
　　14：00～15：00　目の健康講座：
　　「加齢に伴う目の病気　～白内障の予防と治療～」
　　獨協医科大学眼科学教室　後藤　憲仁　先生
　　15：00～15：30　眼科無料相談会・無料眼圧測定
　　相談員：高橋康子先生、森谷　充雄先生、他栃眼医担当理事
　　※広報活動
　　　　　・ポスター、ちらし配布
　　　　　・下野新聞に寄稿　10月３日㈮		  早津（宏）理事
　　　　　・新聞意見広告下野、読売各紙
　　　　　・栃木放送、広報
　⑷日本網膜色素変性症協会JRPS栃木支部医学講話
　　H26．９．28㈰　　講師：加藤　　健　先生
　⑸献眼募金箱（栃木県アイバンク）を各眼科受付に設置し募金運動に協力

９．医療対策関係　
　⑴平成26年度栃木県高度管理医療機器販売管理者継続研修会（Ｈ26．12．７㈰　とちぎ健康の森）

95名出席
　　講演１　「医薬品医療機器等法に基づく医療機器販売業等の管理」
　　　　　　浦島　昌久　先生（栃木県保健福祉部　薬務課薬事審査担当）
　　講演２　「コンタクトレンズアップデート2014」
　　　　　　小玉　裕司　先生（日本コンタクトレンズ学会理事）

10．勤務医関係
　⑴関ブロおよび中央の会議に出席
　　Ｈ26．６．14㈯　　関ブロ勤務医委員会（千葉市）		  上田出席
　　Ｈ26．11．３㈪　　第15回全国勤務医連絡協議会（東京）		  上田出席
　⑵栃木県眼科手術談話会
　　第19回　Ｈ26．５．23㈮　於：宇都宮市医師会館		  52名出席
　　一般演題：３題
　　特別講演：「白内障ＩＯＬ手術：嚢死再生医療とＩＯＬ縫着」
　　　　　　　徳田　芳浩　先生（井上眼科病院副院長）
	
11．日本眼科医連盟関係
　⑴日眼医連盟協議委員会
　　Ｈ26．10．18㈯　（東京）		  原（裕）出席
　⑵本年度連盟会費納入者（当県分）		  64名
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平成26年度　栃木県眼科医会一般会計決算報告
自平成26年4月1日〜至平成27年3月31日

収入の部

費　　　　目 平成26年度
予　　　算

平成26年度
決　　　算

比　　　　較
備　　　考

増 減

１ 関ブロ分担金 407,000 418,000 11,000 − Ａ×61  Ｂ×82  Ｃ×10

２ 眼 科 医 会 費 4,188,000 4,268,000 80,000 − Ａ×62  Ｂ×82  Ｃ×10

３ 入 会 金 150,000 0 − 150,000

４ 補 助 金 200,000 511,000 311,000 − 日本眼科医連盟
日本眼科医会、県医師会

５ そ の 他 1,000 172,510 171,510 − 利息
栃木医療センター預り金

６ 繰 越 金 5,729,910 5,729,910 0 −

合 計 10,675,910 11,099,420 573,510 150,000

支出の部

費　　　　目 平成26年度
予　　　算

平成26年度
決　　　算

比　　　　較
備　　　考

増 減

１ 関ブロ分担金 407,000 418,000 11,000 −

２ 事 務 通 信 費 950,000 638,714 − 311,286

３ 総会学会補助 1,800,000 1,751,746 − 48,254

４ 出 張 費 400,000 445,000 45,000 −

５ 会 議 費 600,000 606,434 6,434 −

６ 慶 弔 費 100,000 156,204 56,204 −

７ 人 件 費 1,500,000 1,427,625 − 72,375

８ そ の 他 500,000 348,712 − 151,288

合 計 6,257,000 5,792,435 118,638 583,203

11,099,420円−5,792,435円＝5,306,985円（平成27年度へ繰り越し）
上記会計報告を監査し適正な事を認証する。

	 平成27年４月８日　　栃木県眼科医会監事　　　鈴　木　隆二郎　㊞
	 宮　下　　　浩　㊞

収入の部

費　　　　目 平成26年度
予　　　算

平成26年度
決　　　算

比　　　　較
備　　　考

増 減

１ 対 策 費 1,635,000 1,630,000 − 5,000 Ａ×62  Ｂ×82

２ 助 成 金 200,000 0 − 200,000

３ そ の 他 10,000 11,265 1,265 − アイバンク祝い金
利息

４ 繰 越 金 8,130,988 8,130,988 − −

合 計 9,975,988 9,772,253 1,265 205,000

支出の部

費　　　　目 平成26年度
予　　　算

平成26年度
決　　　算

比　　　　較
備　　　考

増 減

１ 事 務 通 信 費 110,000 209,766 99,766 − ホームページ管理費
振込手数料

２ 行 事 開 催 費 400,000 284,120 − 115,880 目の愛護デー

３ 広 告 費 750,000 586,500 − 163,500 新聞・ラジオＣＭ

４ そ の 他 200,000 93,760 − 106,240 障害保険
一次救急交通費差額

合 計 1,460,000 1,174,146 99,766 385,620

9,772,253円−1,174,146円＝8,598,107円（平成27年度へ繰越し）
上記決算報告を監査し、適正な事を認証する。

	 平成26年４月８日　　栃木県眼科医会監事　　　鈴　木　隆二郎　㊞
	 宮　下　　　浩　㊞

平成26年度　医事対策費及び日本眼科医連盟会費収支決算報告
自平成26年4月1日〜至平成27年3月31日
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収　入
	 前年度よりの繰越金	 １４９,７５０円
	 広告料　　　第４７号（３０社）	 ６２５,０００円
	 利　息	 ２３円

	 合　計	 ７７８,８８７円

支　出
	 第４７号　印刷代	 ５３８,３８０円
	 郵便代、配送料	 ４８,９５６円
	 事務消耗品	 ３,５９６円

	 合　計	 ５９０,９３２円

	 収　入	 ７７４,７７３円
	 支　出	 ５９０,９３２円

	 残　高	 １８３,８４１円	（平成27年度に繰り越し）

平成27年３月31日
　　　　　栃木県眼科医会報編集委員長	 大　野　研　一　㊞

平成27年４月８日
　　　　　　　　　栃木県眼科医会監事	 鈴　木　隆二郎　㊞
	 宮　下　　　浩　㊞

平成26年度　栃木県眼科医会報会計報告 平成26年度　栃木県眼科医会事業計画

１．総務部
⑴定例総会開催（１回）
⑵理事会開催（６回）
⑶日眼医都道府県会長会議、代議員会への出席

と会議内容の会員への伝達
⑷関ブロ眼科医会連合会の各種会議への出席と

会議内容の会員への伝達
⑸日眼及び日眼専門医制度委員会連絡事務
⑹男女共同参画の推進

２．経理部
⑴適正な会費の検討及び会費徴収法等の合理化

の検討
３．学術部

⑴栃木県眼科集談会の開催（２回）
⑵獨協医大眼科栃眼医合同講演会の開催
⑶栃木県眼科医会研究会、日本医師会・その他

の生涯教育活動（講演会、症例検討会等）の
企画、開催、後援

⑷各種学会その他の学術行事に関する会員への
案内

４．医療安全対策及び福祉部
⑴眼科コメディカル講習会の開催
⑵眼科コメディカル講習会スライド複製の貸出
⑶諸種会員親睦行事の企画、実施
　ゴルフ（２回）、その他の趣味の会の開催、

懇親会、忘年会等の企画
⑷医療事故防止対策

５．保険部
⑴全国審査委員連絡協議会出席と会議内容の会

員への伝達
⑵各都道府県健保担当理事連絡会出席と会議内

容の会員への伝達
⑶審査委員との連絡強化と適正な保険医療の検

討
⑷健保研究会、及び勤務医会員、新規開業会員

対象の保険診療講習会の開催
⑸点数改正説明会の開催
⑹社保国保審査委員連絡会開催

６．広報部
⑴会報発行（年１回）
⑵理事会だより発行（年６回）
⑶関ブロ会報編集会議への出席
⑷一般対外啓蒙活動の推進（検眼、ＣＬ取り扱

いに関する正しい知識、視力回復センター等
に関する啓蒙活動等）

⑸対内、対外広報ＩＴ化推進（ホームページ管
理）

７．学校保健部
⑴全国眼科学校医連絡協議会出席と会議内容の

会員への伝達
⑵健康相談としての色覚検査の実施
⑶学校保健委員会の活用と養護教諭への啓蒙活

動の推進
⑷学校保健活動のための教材、啓発資料の整備、

貸し出し
８．公衆衛生部

⑴栃木県眼科一次救急診療
⑵目の愛護デー記念行事
⑶アイバンク事業への協力
⑷県感染症サーベイランス事業への協力
⑸糖尿病に関する病診連携の推進

９．医療対策部
⑴非医師の医業類似行為問題、特にコンタクト

レンズ違法処方事例への対応
⑵栃木県高度管理医療機器販売管理者継続研修

会開催
10．勤務医部

⑴勤務医会員の抱える諸問題の検討
⑵栃木県眼科手術談話会の開催
⑶関ブロ勤務医委員会および全国勤務医連絡協

議会出席と会議内容の会員への伝達
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平成27年度　栃木県眼科医会一般会計予算

収入の部

費　　　　目
平成26年度
予　　　算

平成27年度
予　　　算

比　　　　較
備　　　考

増 減

１ 関ブロ分担金 407,000 418,000 11,000 − Ａ×61  Ｂ×82  Ｃ×10

２ 栃 眼 医 会 費 4,188,000 4,268,000 80,000 − Ａ×61  Ｂ×82  Ｃ×10

３ 入 会 金 150,000 150,000 − −

４ 補 助 金 200,000 200,000 − −

５ そ の 他 1,000 1,000 − −

６ 繰 越 金 5,729,910 5,306,985 − 422,925

合 計 10,675,910 10,343,985 91,000 422,925

支出の部

費　　　　目
平成26年度
予　　　算

平成27年度
予　　　算

比　　　　較
備　　　考

増 減

１ 関ブロ分担金 407,000 418,000 11,000 −

２ 事 務 通 信 費 950,000 950,000 − −

３ 総会学会補助 1,800,000 800,000 − 1,000,000

４ 出 張 費 400,000 450,000 50,000 −

５ 会 議 費 600,000 700,000 100,000 − 理事会等

６ 慶 弔 費 100,000 100,000 − −

７ 人 件 費 1,500,000 1,500,000 − −

８ そ の 他 500,000 500,000 − −

合 計 6,257,000 5,418,000 161,000 1,000,000

収入の部

費　　　　目
平成26年度
予　　　算

平成27年度
予　　　算

比　　　　較
備　　　考

増 減

１ 対 策 費 1,635,000 1,630,000 − 5,000

２ 助 成 金 200,000 200,000 − −

３ そ の 他 10,000 10,000 − −

４ 繰 越 金 8,130,988 8,598,107 467,119 −

合 計 9,975,988 10,438,107 467,119 5,000

支出の部

費　　　　目
平成26年度
予　　　算

平成27年度
予　　　算

比　　　　較
備　　　考

増 減

１ 事 務 通 信 費 110,000 1,410,000 1,300,000 − ホームページ作成

２ 行 事 開 催 費 400,000 300,000 − 100,000 目の愛護デー

３ 広 告 費 750,000 600,000 − 150,000 新聞、ラジオＣＭ

４ そ の 他 200,000 200,000 − − 障害保険

合 計 1,460,000 2,510,000 1,300,000 250,000

平成27年度　栃木県眼科医会医事対策費予算

平成27年度　栃木県眼科医会年会費

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〕

内　　　　訳 Ａ 会 員 Ｂ 会 員 Ｃ 会 員 準 会 員

関 ブ ロ 会 費 4,000 2,000 1,000 0

栃 眼 医 会 費 52,000 13,000 3,000 52,000

医 事 対 策 費 20,000 5,000 0 20,000

合 計 76,000 20,000 4,000 72,000

平成27年度栃木県眼科医会会費納入のお願いが届き次第、お振込願います。
※　自動振込機（ＡＴＭ）からのお振込も可能ですのでご利用ください。
足利銀行　江曽島支店　店番号109　口座番号3799666　普通預金
栃木県眼科医会　会計　城山　力一

※　尚、お振込の際、振込者氏名欄は所属病院名ではなく、個人名（フルネーム）にてお願い致します。
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栃木県眼科医会役員　　平成27年度

栃木県眼科医会理事職務分担表　　平成27年度

顧　問 会　長 副会長 理　　　　事 監　事

那 須 斎藤　武久 原　　　裕

塩 谷 高橋　雄二

上 都 賀 吉澤　　徹 堤　　雅弘、細川美奈子 鈴木隆次郎

宇 都 宮 早津　尚夫 旭　　英幸
大久保　彰、苗加　謙応
福島　一哉、早津　宏夫

宮下　　浩

下 都 賀
城山　力一、斉藤　哲也
石崎　道治

小 山 蘇　　沽訓、大柳　静香

佐 野 大野　研一

足 利 柏瀬　宗弘 井岡　大治

芳 賀

自 治 川島　秀俊 小幡　博人、牧野　伸二

獨 協 妹尾　　正 後藤　憲仁、永田万由美

公的病院 上田　昌弘

担当副会長 担当理事（正） 担当理事（副）

総 務 吉澤（徹） 福島 井岡、早津（宏）

経 理 吉澤（徹） 城山 蘇

学 術 旭 大久保（彰） 早津（宏）、小幡、牧野、後藤、永田（万）

医療安全対策
及 び 福 祉

旭 斉藤（哲） 石崎、井岡、堤（雅）

保 険 吉澤（徹） 井岡 城山、蘇

広 報 旭 大柳 大野、早津（宏）、小幡、後藤

学 校 保 健 旭 苗加 斉藤（哲）

公 衆 衛 生 吉澤（徹） 堤（雅） 福島、高橋（雄）

医 療 対 策 旭 高橋（雄） 斉藤（哲）、堤（雅）

男女共同参画 吉澤（徹） 細川 高橋（雄）、大柳、永田（万）

勤 務 医 吉澤（徹） 上田 牧野、小幡、後藤、永田（万）

　平成26年度、栃眼忘年会は、平成26年12月５日㈮に、宇都宮ホテルニューイタヤにて行なわれました。
20名の会員の先生方の出席がありました。
　高野マリ氏のピアノ演奏もあり、いつもながら楽しい忘年会となりました。

平成26年度栃木県眼科医会忘年会開催報告

医療安全対策及び福祉担当理事　斉　藤　哲　也（栃木市）

ホテルニューイタヤ（敬称略）
城　山　力　一 しろやま眼科 原　　　　　裕 原眼科医院

大　野　研　一 大野眼科クリニック 福　島　一　哉 福島眼科医院

旭　　　英　幸 旭眼科内科クリニック 稲　葉　全　郎 稲葉眼科

斉　藤　哲　也 さいとう眼科医院 吉　澤　　　徹 吉沢眼科医院

石　﨑　道　治 石﨑眼科 宮　下　　　浩 宮下眼科医院

高　橋　雄　二 たかはし眼科 原　　　　　岳 原眼科病院

富　永　聡　子 自治医科大学 伊野田　　　悟 自治医科大学

妹　尾　　　正 獨協医科大学 松　島　博　之 獨協医科大学

永　田　万由美 獨協医科大学 古　藪　幸貴子 獨協医科大学

西　田　奈　央 獨協医科大学 宮　島　大　河 獨協医科大学

宮　下　博　行 獨協医科大学
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●日　時：平成27年２月１日㈰　12時～14時
●場　所：新横浜プリンスホテル
●出席者：

神奈川県　種　田　芳　郎（関ブロ世話人・支部長）
　　　　　小　口　和　久（関ブロ運営部担当副会長）
　　　　　奥　脇　賢　一（関ブロ運営部担当理事）
　　　　　秋　山　修　一（関ブロ会計担当理事）
　　　　　津　田　玄一郎（関ブロ会報担当理事）
　　　　　山　田　荒　太（関ブロ会報担当理事）
茨 城 県　中　村　悦　子（編集委員）
栃 木 県　大　野　研　一（編集委員）
群 馬 県　馬　場　敏　生（編集委員）
千 葉 県　田　村　雅　弘（編集委員）
埼 玉 県　石　川　　　隆（編集委員）
山 梨 県　保　坂　　　理（編集委員）
長 野 県　畠　山　　　晃（編集委員）
新 潟 県　中　山　　　徹（編集委員）

議題：関ブロ会報44号の編集について
発行予定日　平成26年４月30日
原稿締切日　平成26年３月31日

　第51回関東甲信越眼科学会が平成27年６月13
日、６月14日に茨木県で開催される。担当県であ
る茨木県が、表紙、巻頭挨拶および関東甲信越眼
科学会の講演抄録を担当する。
　第50回関東甲信越眼科学会の印象記、各委員会
報告は千葉県が担当する。
　日眼医報告を小沢　忠彦先生（茨城県）、目の
健康講座を埼玉県が担当する。
　会長のことば、各県だより及び随筆は各県とも
提出する。
　栃木県からは、会長のことば：原裕会長、各県
だより：原裕先生、　随筆、エッセイ：斎藤哲也
先生の「桶狭間古戦場巡り」、編集子囁言：大野
研一を提出した。

平成26年度関ブロ会報編集委員会報告

広報担当理事　大　野　研　一（佐野市）

平成26年度「目の愛護デー」記念行事報告

公衆衛生担当理事　堤　　　雅　弘（宇都宮市）

　本年度も、平成26年10月５日㈰宇都宮市保健セ
ンターにおきまして、「目の愛護デー」記念行事
を開催いたしました。例年どおり午後２時より「目
の健康講座」を開催しました。本年は獨協大学眼
科学教室教授　後藤憲仁先生をお招きし「加齢に
伴う目の病気〜白内障の予防と治療〜」と題しま
して、御講演いただきました。参加者は88名と多
くの方にご来場いただき、講演後の質疑応答も多
く、皆さん積極的に参加されておりました。講演
会に引き続き、午後３時から午後４時まで「目の
健康相談」を開催しました。相談員は森谷充雄先
生、高橋康子先生、及び栃木県眼科医会理事数名
で行いました。相談者数は28名の方にご参加いた
だき、皆さん熱心にご相談されておりました。ま

た開催時間中、眼科関連メーカーの皆様の協力に
て、「眼圧無料測定」を行いました。こちらも盛
況で参加者は45名でした。
　本年度も県の実施する、地域医療に係わる県民
協働事業に認定され、県からの助成もいただいて
おります。今後も栃木県、宇都宮市、また地域住
民とより良い連携を取りつつ盛大に開催できれば
と期待しております。
　最後になりましたが、休日にもかかわらずご参
加ご協力頂きました皆様には厚く御礼申し上げま
す。そして来年度以降も盛況なものにしていきた
いと存じ上げますので、会員の皆様におかれまし
ては、これからもご支援の程どうぞよろしくお願
い申し上げます。
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関本　慎一郎 はじめて参加させて頂きましたが、天気も良く楽しくプレー出来ました。ありがと
うございました。

柏瀬　宗弘 猛打賞の方と一緒にラウンドだったので、楽しかったです。
木村　政彦 天気も良く楽しくプレーすることができました。ありがとうございました。
稲葉　全郎 スコアはデコボコの少ない42,44でしたが、バーディーもあり、自分としてはまあま

あのスコアでした。母の介護の合間のゴルフは気分転換できて有難かったです。
石﨑　道治 本日は新しい仲間４人が加わってくれました。ますます発展することを望んでいます。
苗加　謙応 前半天国、後半メタメタでした。
茨木　信博 たたきました。でもバーディーとれてハッピー。
坂東　誠 今日は天気も良く気持ち良かったです。UpDownが激しくて疲れました。
大塚　信行 天気も良く、楽しめました。
加藤　健 一番楽しい時期です。伝統ある会に参加させて頂きありがとうございました。もう

少し上手くなって、また参加させて頂きたいです。
中村　恭子 ゴルフ日和でした。体力を使うコースでした。グリーンも難しかったです。まだま

だ練習が足りません。
高橋　佳二 青森県眼科医会に転入し、先日、青森の眼科医会コンペに出席しましたが、結果は

今日と同じ。練習もしないし、上達の兆しなしです。
阪下　直樹 UpDownが激しく難しいコースでした。また練習してチャレンジさせて頂きます。
竹内　あや香 稲垣から引き継ぎ、初参加させて頂きました。天気も良く楽しくプレーさせて頂き

ありがとうございました。

ゴルフコンペ成績表
NAME IN OUT グロス HDCP NET NAME IN OUT グロス HDCP NET

1 関本慎一郎 45 42 87 12 75 8 坂東　　誠 51 52 103 24 79
2 柏瀬　宗弘 51 48 99 24 75 9 大塚　信行 50 50 100 19.2 80.8
3 木村　政彦 53 42 95 19.2 75.8 10 加藤　　健 52 53 105 24 81
4 稲葉　全郎 42 44 86 9.6 76.4 11 中村　恭子 62 50 112 27.6 84.4
5 石﨑　道治 47 48 95 18 77 12 高橋　佳二 51 49 100 14.4 85.6
6 苗加　謙応 44 56 100 22.8 77.2 13 阪下　直樹 61 61 122 32.4 89.6
7 茨木　信博 51 47 98 19.2 78.8 14 竹内あや香 80 64 144 36 108

第81回栃木県眼科医会親睦ゴルフコンペ　一言コメント

平成26年10月26日
宇都宮カンツリークラブ

NAME IN OUT グロス HDCP NET NAME IN OUT グロス HDCP NET
1 加藤　　健 54 51 105 34.8 70.2 8 坂東　誠 48 48 96 21.6 74.4
2 木村　政彦 47 44 91 19.2 71.8 9 笠嶋　洋一 52 52 104 27.6 76.4
3 石﨑　道治 44 40 84 12 72 10 関本慎一郎 44 47 91 14.4 76.6
4 高橋　佳二 43 49 92 19.2 72.8 11 阪下　直樹 68 51 119 40.8 78.2
5 茨木　信博 51 45 96 22.8 73.2 12 大塚　信行 51 49 100 18 82
6 中村　恭子 50 54 104 30 74 13 大久保　彰 53 41 94 12 82
7 苗加　謙応 48 42 90 15.6 74.4 14 竹内あや香 78 69 147 58.8 88.2

関本　慎一郎 パットが入らないのは道具のせいだと思います。
大久保　彰 もっと練習します。
石﨑　道治 本日はベストグロス。３位と商品多数頂きました。
苗加　謙応 もっとうまくなりたいです。
茨木　信博 うまくならんですネ。楽しくまわりました。
坂東　誠 暑かったけど楽しかったです！！晴れて良かった～！！
大塚　信行 雨の予報でしたが天気も良く楽しめました。
加藤　健 もっと上手くなって戻ってきます。
中村　恭子 グリーンまわりはダメでしたがウッドがよくあたったので気持ちよくプレーできま

した。
高橋　佳二 先週は青森県眼科医会で準優勝、今週は４位でした。真夏の暑さで大変でした。
木村　政彦 雨の予報のはずがとても良い天気で楽しくラウンドする事ができました。ありがと

うございました。
阪下　直樹 目標は100切りでしたが119でした。また練習して次回こそは100を切りたいと思いま

す。
竹内　あや香 全てのコースでバンカーにはいってしまいました。次回は１つでもバンカーに入ら

ないプレーを心掛けたいと思います。一緒にラウンドして下さった中村先生、坂東
先生、木村さん、ありがとうございました。

笠嶋　洋一 栃木県に着任してから丸３年になりますが、ゴルフが安く、良いコースが多いので
幸せです。

ゴルフコンペ成績表

第82回栃木県眼科医会親睦ゴルフコンペ　一言コメント

平成27年５月31日
宮の森カントリー倶楽部
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御　略　歴
氏　　名：久保田　芳　雄
生年月日：昭和３年５月20日

　　茨城県豊里町上郷（現つくば市）にて出生
学　　歴：
昭和20年３月	 水海道中学校卒業
昭和20年４月	 慶應義塾大学医学専門部３回生入学
昭和25年３月	 慶應義塾大学医学専門部卒業
	 医師免許取得
昭和25年	 慶應義塾大学眼科学教室に入局
昭和31年	 大田原日赤病院眼科
昭和34年	 宇都宮社会保険病院眼科
昭和44年12月	 久保田眼科医院開業
平成24年12月	 久保田眼科医院閉院
平成26年11月25日　没（享年86歳）

故　久保田　芳　雄　先生追悼

　元理事、監事の久保田芳雄先生が平成26年11月
25日にご逝去されました。御家族や御親戚に惜しまれ
ながら86歳の生涯を閉じられました。
　先生は人に対して思いやりのある大変優しいお心
持ちのお人柄でございました。宇都宮市医師会では、
学校保健関係を担当なさっていらっしゃいました。遠方
の学校や新設校の学校医を会員に依頼する際には、
充分に話し合いやご相談の時間を持たれて納得され
た上で担当学校医を決定なさったとも聞いております。
栃木県眼科医会におかれましても理事として学校保健

を担当されていました。
　先生は医師として最も基本である「相手を思いやる
優しい心」の持ち主でした。入院中も常に御家族お
一人お一人に、お心配りなされていたと伺っております。
今でも時折穏やかで優しい笑顔の先生が思い出され
ます。
　後に残されたご子息様も立派にご活躍されていま
す。これまで先生にはいろいろとご指導いただきまして
有り難うございました。
　先生のご冥福を心からお祈りいたします。

　久保田先生に初めてお会いしたのは、先生が済生
会宇都宮病院に勤務されていた昭和42，3年頃でした。
当時の眼科医長は室本亀吉先生（慶応で桑原安治
教授と同期。雅夫先生のお父上）でした。
　先生は茨城県水海道のご出身で、慶大医学専門
部を昭和25年に卒業されました。同級生に、長く医
師会役員として活躍された整形外科の高瀬佳久先生
や、眼科では妹尾謙三先生（妹尾正獨協医大教授
のお父上）がおられました。
　室本先生が大寛町でご開業後まもなく、久保田先
生も雀宮で開業されました。雀宮地区では唯一人の
眼科医として多忙を極められ。雀宮は勿論、上三川
町の小中学校の校医までつとめられました。担当校数
はおそらく宇河地区では断トツだったと思います。
　眼科医会では学校保健を担当しておられましたが、
いつもにこやかで温和、控え目なお人柄でした。音楽
家の奥様、お二人のお子様に囲まれた幸せなご家庭

のようでした。
　ご長男の芳美先生が東邦大学医学部に合格され
た時の、嬉しそうなお話ぶりが記憶に残っています。
　その芳美先生の、ホテルニューオータニにおける盛
大な結婚披露宴に私もお招きをいただき、新郎側の主
賓として祝辞を述べさせていただいたことも懐かしい思
い出です。
　平成17年、東邦大眼科で16年、医局長までつとめ
上げられた芳美先生が漸く宇都宮に戻ってこられ、安
塚街道に立派なクリニックを新築開業されました。雀宮
地区は近年とみに発展著しく、御盛業中です。立派
な後継者を得られて、先生もすっかり安心され、後顧
の憂い全くない、幸せ一杯の悠 自々適の晩年であった
と思います。
　長い間ありがとうございました。謹んでご冥福をお祈
りいたします。

　　故 久保田芳雄先生を悼む

　　久保田芳雄先生の思い出

栃木県眼科医会監事　宮　下　　　浩（宇都宮市）

早　津　尚　夫（宇都宮市）
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御　略　歴
氏　　名：田　口　太　郎
生年月日：昭和５年３月５日
学　　歴：
昭和22年	 旧制栃木中学
　　　　　（現　栃木県立栃木高等学校）卒業
昭和25年	 旧制東洋高等学校　卒業
昭和30年	 長﨑大学医学部医学科　卒業
職　　歴：
昭和30年	 国立栃木病院眼科　勤務
昭和41年	 田口眼科医院　宇都宮市桜町にて開業
昭和46年	 田口眼科医院　宇都宮市松原町にて開業
平成26年７月10日　逝去（84才）

故　田　口　太　郎　先生追悼

　元副会長、顧問の田口太郎先生が平成26年７月
10日に84歳でご逝去されました。お亡くなりにな
る２週間ほど前に、某製薬会社の勉強会があり、
その会に田口先生が出席なさっていらっしゃいま
した。訃報の連絡を受けたときは、私にとってま
さに青天の霹靂でありました。
　田口先生は栃木県眼科医会では10年以上に亘り
会計経理を担当なさっていました。私は副会計と
して先生のお宅にお伺いし、その際先生の温厚で
誠実なお人柄に触れる機会が多々ありました。ご
自宅には趣味の一つであるジグソーパズルの大作
が飾られていました。細かいピースの難しいもの
だったことを覚えています。又その他にも坂東
三十三所巡りをなさったり、ゴルフ場のピンの蒐
集もなさっていました。写真も上手で、眼科医会

会報の表紙に使わせて戴きました。
　また先生は、宇都宮市医師会の理事や議長を務
められ、人望を集められ医師会内でも慕われてい
ました。医師会の役員研修旅行に私のような者も
お誘い下さり楽しい旅行をご一緒させていただい
たのは私の宝物のような思い出となっています。
　先生は眼科医として常に研鑽を積まれ、眼科医
会の講習会、研究会等には必ず出席なさってい
らっしゃいました。宇都宮市学校保健の講習会等
にも熱心に参加され、社会に貢献し、眼科医とし
て84歳の生涯を閉じられました。ただただ頭の下
がる思いであります。 後に残されたご子息様も
立派にご活躍されております。これまでに先生に
は色々とご指導いただきまして有り難うございま
した。先生のご冥福を心よりお祈りいたします。

　　故 田口太郎先生を悼む

栃木県眼科医会監事　宮　下　　　浩（宇都宮市）
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　田口先生は、インターンを含め10年近く国立栃
木病院に勤務されたあと、桜十文字に開業されま
した。耳鼻咽喉科の玉川健二郎先生とご一緒で、
ビル開業のはしりでした。お二人とも当初から御
繁昌で、手狭となり、数年後近隣地に新築移転さ
れました。
　私が国立栃木病院に来たのは、先生ご開業の一
年後位だったかも知れません。栃木県が初めてで、
右も左もわからなかった私に先生は、病院のこと
宇都宮のことなど、いろいろ懇切丁寧にオリエン
テーションして下さいました。初めて車を買った
ときもお世話になりました。
　私が開業した際は、ほぼ同時期に開業された久
保田芳雄先生と共に、市医師会の保険部員をやっ
ておられた田口先生に、当時は旭町にあった市医
師会館にカルテを持参して、新規開業向けの保険
請求の自主指導をしていただきました。
　先生は大変温厚、協調的で、周りに気配りをさ
れるご性格で、誰からも好意を持たれ、敬愛され
ました。市医師会の議長までやられたのも、会員
から寄せられる絶大な信望の証しであったと思い
ます。
　県眼科医会では、長く経理を担当され、平成元
年に私が会長に推された時には、柏瀬宗弘先生と
共に副会長をやっていただきました。
　先生は愛煙家でしたが、お酒の方は全くやられ
ず、飲み会の帰りには専らアッシー君を引き受け

て下さいました。私も数え切れぬほどお世話にな
りました。
　先生は何でも器用にこなされました。野球、ゴ
ルフ、ボウリング、何をやってもお上手でした。
麻雀も滅法お強く、小林千里先生や湯本誠先生ら、
国立栃木眼科OBの先生方と年１、２回卓を囲む
ことが十年以上続きましたが、いつも田口先生に
やられっぱなしでした。
　ご長男の朗先生は、私の長男宏夫と宇大付属中、
宇都宮高校とも同級生で、親しくさせていただき
ました。宇高の大先輩である本田孔士教授の京大
眼科に入局され、現在も同名誉教授が院長をされ
ている大阪日赤でご活躍中です。先年、原孜先生
のお世話で、東京の優秀な内科の女医さんと結婚
され、披露パーティに原、柏瀬両先生と共にお招
きいただきました。
　先生は今まで病気をされたとお聞きしたことが
全くなく、頑健そのもののように見受けられまし
た。数ヶ月先のゴルフの予定まで入っていたと聞
きます。惜しみて余りあるご急逝でした。入退院
を繰り返している私より先に逝かれるとは思って
もみませんでした。
　しかしながら、顧みますと先生の人生は茶道家
の奥様と相睦まじく歩まれた、大変幸せな、充実
したご生涯であったと拝察いたします。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

　　田口太郎先生の思い出

早　津　尚　夫（宇都宮市）
御　略　歴

氏　　名：石　井　章　次
生年月日：大正４年６月16日
　　　　　栃木県安蘇郡田沼町生まれ（現佐野市）
学　　歴：
昭和10年３月	 旧制松本高等学校卒
昭和14年３月	 京都帝国大学医学部卒
	 京都大学眼科医局入局
	 軍医として中国に応召
昭和21年	 眼科医局復帰
	 京都大学医学部附属病院
昭和23年	 前橋日赤病院眼科医長
昭和27年	 佐野市にて石井眼科開業
平成26年10月31日　逝去

故  石　井　章　次　先生追悼

　石井章次先生の御実家は佐野市（旧阿蘇郡田沼
氏）戸奈良にあり、当時有名な眼科だったそうで
す。軍医として戦地に行き、昭和20年に引き上げ
てこられ、昭和27年に佐野駅付近の高砂町に開業
されました。昭和33年から40年までは佐野医師会
理事、昭和43年から48年まで佐野医師会監事、昭
和49年から60年まで佐野医師会議長と副議長とし
て活躍されました。また、昭和47年から56年まで

は佐野医師会病院運営正・副委員長としても活躍
されました。
　石井先生は大変温厚なお人柄で、多くの患者さ
んそして先生から慕われておりましたが、99歳と
いう男性としては長寿でご逝去されました。
　謹んで石井章次先生のご冥福をお祈りいたしま
す。

　　石井章次先生を偲んで

松島眼科医院　松　島　雄　二
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　平成18年より８年間栃眼医会理事を担当させて
いただきました。もともとは獨協医大眼科医局長
を任された時より、栃木県眼科医会と医局の連携
をしっかりするようにと任命されたように思いま
す。理事会で議論に上がる問題は様々で、担当理
事の方々と何時間も話し合い栃木県眼科医会を運
営することはとても大変でしたが、色々なことを
学ぶことが出来ました。長年勤めて、栃木県は大
学と開業医の先生方の連携が上手くいっており、
お互いが持ちつ持たれつ、良い関係を築いている
と思いました。特に開業医の先生方に交代で行っ

ていただいている休日当番医のお蔭で、獨協医大
の当直医は大変助かっており、感謝しています。
　さて、年が経つのは早いもので、自分が医局長
を外れてから、後藤憲仁が、そして永田万由美が
医局をまとめてくれています。これからはこの２
名に栃木県眼科医会理事として頑張っていただ
き、更に大学と医会の関係を円滑にし、かつ理事
として良い経験を積んでもらえばと考えていま
す。今後ともご指導のほどよろしくお願いいたし
ます。

　　栃眼医理事の退任にあたり

獨協医大　松　島　博　之

会員のつぶやき 会員のつぶやき
大野　研一（大野眼科クリニック）
　北陸新幹線を利用して能登半島に行って
きた。美しい里山里海の風景が残されてお
り、世界農業遺産に登録されている事を今
回初めて知りました。

斉藤　哲也（さいとう眼科医院）
　５月の連休に飛鳥奈良に行ってきまし
た。レンタサイクルで石舞台古墳や大化会
心の地といわれる板蓋宮跡などを見てきま
した。

上田　昌弘（国際医療福祉大学塩谷病院）
　４月から院長が変わり、「眼科も電子カ
ルテを」との意向。部門システムは高価だ

し、やっぱり全部スキャナーで取り込むし
かないのか。

久保田芳美（くぼた眼科）
　卓球を再開して１年。いつまで中学生の
息子のライバルでいられるかな？汗をか
くのは気持ちよいが、小学生に負けると
ちょっと悔しい…。

吉澤　　徹（吉沢眼科医院）
最近歩き始めた初孫がかわいくてしょうが
ない状態です。爺々と呼ばれて本望な毎日
です。

石﨑　道治（石﨑眼科）
　最近ビーシュリンプというなかには１匹
５千円以上もする高級鑑賞淡水エビを飼い
だした。順調に増えている。冬にはベンツ
が買えるかもしれません。

宮下　博行（獨協医大眼科）
　ガソリン税には消費税をかけないでほし
いですね（二重課税！）

宮島　大河（獨協医大）
　今年度も精一杯頑張ります！

高橋　秀徳（自治医科大学）
　ＰＣＶの治験に御紹介有難うございます。

柏瀬　光寿（柏瀬眼科）
　いまとっても意識して取り組んでいるこ
と。それは、問題対処ではなく問題解決を
すること。そして満足でなく幸福になるこ
とを目指すこと。

鈴木　重成（獨協医大）
　念願のＩＢＳＡ・ＩＰＣ公認クラシファ
イアの資格を取ることが出来ました。視覚
障がい者スポーツに尽力しようと思ってお
ります。

　獨協医科大学の永田万由美と申します。本年度
より、栃眼医理事に就任させていただきました。
　気づけば獨協医科大学眼科学病室に入局後、早
や16年が過ぎてしまいました。精神年齢的には医
局の若い先生と大して変わりはない（むしろ下？）
と思っているのですが、手術中の調節力と呑みす
ぎた翌日の回復力の低下に少々ぞっとしておりま
す。
　医局に後輩が増えたこともあり、診療業務や教
育業務に追われておりますが、後輩を指導するこ

とで自分も成長させてもらっているように感じ、
大変有意義な毎日を送らせていただいておりま
す。ついつい自分の眼科医としての勉強もおろそ
かになりがちですが、後輩のするどい質問にいつ
でも立ち向かえるよう、頑張りたいと思います。
　もとより浅学菲才でありますが、栃木県眼科医
会の発展に少しでも貢献できるよう精いっぱい尽
力する所存です。これからもご指導、ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申し上げます。

　　栃眼医理事に就任して

獨協医科大学　永　田　万由美
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　４年前、社保の審査委員の依頼をいただいた時、
やれるかどうか不安でした。また４年前の３月11
日の地震ではクリニックに壊滅的な被害があり、
診療の存続も危ぶまれておりましたので、正直お
断りしようとしたくらいでした。でも、診療もど
うにかつづけられ、いままで担当の先生方がきち
んと任務を全うされてきたのですからここで断っ
てはいけないと、依頼を引き受けました。
　実際に審査するにあたっては多くの先生方のお
世話になりました。前任の城山先生から参考資料
をいただきました。千葉先生、旭先生からわから
ないことを丁寧に教えていただきました。木村先
生とは大変スムーズに仕事をさせていただきまし
た。また国保の審査委員の先生方との連絡協議会

ではいろいろな貴重なご意見をうかがうことがで
きました。
　ひと月に２日から４日、宇都宮に出向かなくて
はならないことは負担でありましたが、ある面楽
しみでもありました。審査会では知り合いの他科
の先生におめにかかり懐かしい話に時を忘れた
り、眼科ばかりでなく他科の審査の大変さも実感
したりしました。また、早く審査が終わった日に
は宇都宮美術館に出向き、なにかほっとするよう
なひと時を味わったりもしました。
　この４年の間に紙レセプトの一次審査はほとん
どなくなり、縦覧、突合などの新たな審査が加わ
りました。今、そのような流れを意識せざるをえ
ない時かもしれません。

　　社保審査委員退任にあたって

前社保審査委員　宮　澤　敦　子

　国保審査委員の任期が無事終了し一息ついてい
ます。毎月月半ばの数日間は時間に追われ辛い数
年でした。審査では黒白判断が難しい灰色の部分
の判定に苦慮しました。あまりに偏らず、平等に

なるように心がけました。不満、不平多々あった
と思いますが御寛容ください。担当理事の井岡先
生をはじめ関係者諸兄のご協力に感謝します。

　　国保審査員退任挨拶

鈴　木　隆次郎

会員のつぶやき
柏瀬　宗弘（柏瀬眼科）
　ジェネリックが登場してから薬品名が長
く、時々診療するのに困ってます。時々海
外旅行に行くのが楽しみです。

稲葉　全郎（稲葉眼科）
　宇都宮市医師会ゴルフ部　コール・ドク
ターズ歌医師会会報編集委員　写真　医師
会理事　趣味を仕事に　仕事を趣味に　欲
しい片腕　つぶやく　ありがとう。

城山　力一（しろやま眼科）
　「運を支配する」桜井章一著を読み実践
しています。それから運気が上昇した気が
します。

とは言っても、麻雀ゲームが強くなっただ
けですが。

宮澤　敦子（宮澤眼科クリニック）
　５月６日に、ＮＨＫＦＭで「思い出の映
画音楽特集」がありました。大阪放送局か
らの10時間連続の生放送です。超楽しい、
幸せな10時間でした。
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　このたび社保審査員に就任することになりまし
た。
　医療機関は診療報酬を得、その収入を器械の購
入、給料、土地建物代や銀行等への支払に充てな
がら医業経営をしてゆくわけであり、収入のもと
となるレセプトはいわば医業収入の原資ともいえ
ます。

　このようなことを考えるとレセプト審査という
仕事の重みと責任を強く感じます。仕事はまだ始
まったばかりで無事やっていけるか不安もありま
すが、審査に関わる多くの知識を身につけ、また
審査経験のある先生方から指導を仰ぎながら任務
を果たして行きたいと思っています。どうかよろ
しくお願いいたします。

　　社保審査委員就任挨拶

社保審査委員　大　野　研　一（佐野市）

　このたび国保審査員を引き受けました苗加で
す。よろしくお願いいたします。
　いつかは来るとわかっていた審査員ですが、つ
いにやってきてしまいました。
　実際に審査を始めるようになって感じたのは、
今まで審査員をなさって下さった
　先生方がいかに大変だったかということです。

幅広知識が求められ数も膨大です。
　今はまだわからないことだらけなので資料を調
べたり周囲の先生に御指導をいただきながら少し
ずつ進めています。まだまだ未熟ですが先生方の
ご迷惑にならない様、周囲の先生に御指導いただ
きながら知識を増やしていこうと思っています。
これからもよろしくお願いいたします。

　　国保審査員就任挨拶

苗　加　謙　応
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　栃木県眼科医会会員の皆様には、平素より大変
お世話になっております。恒例ではありますが、
獨協医大眼科学教室の近況を報告させていただき
ます。
　最初に、本年１月に京都で開催させていただい
た第38回日本眼科手術学会総会では、栃木県眼科
医会会長である原裕先生をはじめ、会員の皆様よ
り多大なご支援をいただき、盛会のもとに無事総
会を終了することができました。このような大き
な学会の準備運営は初めてであり、大変ではあり
ましたが、妹尾教授をはじめ医局員一同無事に任
務を終えて安堵しております。これも皆様のお力
添えのおかげと心より感謝しております。この場
をお借りして厚く御礼申し上げます。
　さて医局の現状ですが、平成27年５月現在大学
内は、20名の常勤医（レジデント６名含む）、女
医支援枠２、非常勤講師５名、非常勤助教１の28
名で構成されています。その他に済生会宇都宮病
院２、うつのみや病院１、西大宮病院２、那須赤
十字病院１、那須南病院１名、吉田眼科病院（函
館）１名、小沢眼科病院（茨城）１名、計９の学
外派遣医がおります。４月より外来担当医が大幅
に変更となっておりますので、当科のホームペー
ジ（http://www.dokkyomu-eye.com） で ご 確 認
ください。昨年度の手術件数は、角膜移植67件、
白内障手術1432件、網膜硝子体手術730件であり、
ほぼ例年通りですが、緊急の患者様が多く、日曜、
祝日も緊急手術を行うことで対応しております。
ただし病棟満床のため、ご紹介当日に入院できな
い場合もあります。ご迷惑をおかけしますが、ご

理解の程よろしくお願いいたします。
　新しいニュースとして、６月から眼科外来は、
新設された教育医学棟に移転します。検査室も広
くなり、診療も今までの７診体制から９診体制に
なる予定です。患者様に必要な検査をできるだけ
スムーズに受けていただき、緊急の患者様には早
急に対応ができるよう、医局員、外来スタッフ一
同、新たな気持ちで頑張っていこうと考えており
ます。
　また今年は、伊藤栄医師、岡安彬彦医師、２名
の新しいレジデントが入局してくれました。２人
とも、とてもやる気に満ち溢れていて、朝早くか
ら夜遅くまで上級医の診療や手術に参加し、上級
医を質問攻めにしています。おかげで医局員の良
い刺激になっているようです。
　2020年には東京オリンピックが開催されます
が、鈴木重成講師がパラリンピックのInternation
al classifi erに選出されました。先生は３年前より
この仕事に興味を持たれ、忙しい臨床業務のさな
か様々な講習会や海外での試験を経て見事合格さ
れました。グローバルな活動を通じて、医局だけ
でなく栃木県眼科医会に新しい風を吹かせてくれ
ることでしょう。
　最後になりましたが、今年も妹尾教授を中心に、
医局員一同、栃木県の地域医療のため尽力する所
存です。そして臨床業務だけでなく、先代の教授
達から引き継いだ研究や実験も精力的に行い、国
内・海外学会にも積極的に参加していきます。こ
れからもご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し
上げます。

獨 協 医 大 の 近 況

獨協医大眼科　医局長　永　田　万由美

　平素より、栃木県眼科医会の先生方にはたいへ
んお世話になりありがとうございます。この場を
借りて感謝申し上げます。
　昨年の２名に続き本年度も２名が入局し、教授
以下16名となりました。
　一般外来診療では、９つの診察室がいっぱいに
なることが多く、さらに、各専門外来の予約数も
多く、連日やり繰りに奔走しております。手術件
数も増加しており、入退院の繁忙さは相変わらず

の状況です。その中で、臨床研究、基礎研究の時
間がとれるよう、また手術を極めたい医局員の教
育を、一丸となってあたりたいと考えております。
手術待ちの患者さんも多く、ご迷惑をおかけして
おりますが、先生方のご要望に添えるように、ま
た、若い力の成長も期待して、医局員一同努力し
たいと考えておりますので、今後ともご指導のほ
どよろしくお願い申し上げます。

自 治 医 大 の 近 況

自治医大眼科　医局長　牧　野　伸　二
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ておくことほど心が痛むことはありません。
　この地域で、視力で不自由する方が少しでも減
るよう積極的治療に努め、そのためには多少のリ
スクはかぶっていく所存です。
　現在、足利赤十字病院では慶応派遣の３人体制
で診療を行っており、３人で週16件、白内障手術
を中心に行っております。
　幸いこのところ大きな合併症もなく、患者さん
及び、ご紹介頂いた先生方の期待に応えられてい
るのではないかと思います。
　まだまだ未熟な我々で、この辺りで長年頑張ら
れているご先生方の技術には到底及びませんが、
胸を借りるつもりで頑張りたいと思いますのでよ
ろしくお願いいたします。
　これからもご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いい
たします。

　群馬県富岡市生まれ
　2003年　群馬県立高崎女子高等学校　卒業
　2012年　獨協医科大学　　　　　　　卒業
　2014年　獨協医科大学眼科学　　　　入局

　曽祖父、祖父、父が眼科医であり、とくに迷う
ことなく眼科に入局しました。眼科はたった２
cmの小さな臓器ですが、とても多くのジャンル
があり奥深く、日々驚きと感動そして反省と、、、
をもらっています。また、治療の結果が視力とい
う患者さんの自覚として現れるため、嬉しい言葉
をいただくことでモチベーションもあがり、逆に
なかなか喜びの言葉を聞けない患者さんに対して
の意欲も上がりやすい科だと思います。
　栃木県に住むみなさんの瞳を明るくすることを

新入会員自己紹介

　この度栃木県眼科医会に入会させていただきま
した。よろしくお願いします。
　昭和51年東京女子医科大学を卒業後、東京大学
分院眼科に入局しました。その後虎の門病院に勤
務いたしました。
　六十余年前に佐野に開業した父の跡を継ぎ微力
ながら地域医療にお役に立ちたいと思っておりま
す。
　今後とも栃木県眼科医会の先生方には御指導を
よろしくお願いします。。

　この度、栃木県眼科医会に入会させていただき
ました佐々木誠と申します。
　2014年10月から慶應義塾大学眼科学教室からの
派遣で足利赤十字病院に勤務することになりまし
た。
　宜しくお願いいたします。
　出身は自治医科大学、卒業年は1999年ですが、
田舎の診療所などを勤務しながらだったので、本
格的に眼科研修ができたのは2005年頃からです。
　昨年までは横浜市民病院にいたので白内障を見
えなくなるまで放っておく患者さんはあまり見掛
けなかったのですが、栃木に来てからは両眼とも
0.1以下で生活している患者さんなどもいて、非
常にびっくりしています。
　眼科医としては、見えるようになる人を放置し

佐々木　　　誠
（足利赤十字病院）

古　籔　幸貴子
（獨協医科大学眼科学）

秋　草　正　子
（石井眼科医院）

目標に日々精進してまいります。今後ともご指導
の程よろしくお願い致します。

　この度、栃木県眼科医会に入会させていただき
誠にありがとうございます。栃木県の眼科学繁栄
のため、身を粉にして尽力していきたいと思って
おります。よろしくお願いします。
　私の生まれは、かつて冬季五輪で賑わいを見せ
た長野県長野市でございます。長野の雄大な自然
の中、林檎を片手に釣りをしたり薪を割ったりし
て育ちました。そんな私の両親はともに眼科医で
したので、幼少時代はよくスリットやNCTなど
の眼科器具で遊んでいました。しかも実家に存在
する漫画は手塚治虫の「ブラックジャック」しか
なかったので、若き宮島少年にとって「医師にな
りたい、しかも眼科医に！」と思うことは至極当
然のことであったように思います。そうこうして
獨協医大に入学し、母校の眼科医局に入局できた
ことはとても嬉しく、この恵まれた環境を無駄に
しないよう日々精進しなければと毎日身を引き締
めております。
　今では、外来・病棟・手術・当直など大変充実
した日々を送らせていただいています。これもひ
とえに栃木県眼科医会の先生方のご指導があって
のことと思っております。これからも栃木県の眼
科学繁栄の為に日々努力していく所存ですので、
御指導御鞭撻のほどよろしくお願いします。

　この度は、栃木県眼科医会に入会させていただ
き有難うございます。

　埼玉県の小江戸といわれている川越で、眼科医
の母から、幼少期より眼科になるよう刷り込まれ
て育ってまいりました。いざ研修医になりいろい
ろな科をローテーションし、違う科に心揺らいだ
こともありましたが、初志貫徹で眼科医を目指す
ことを決めました。
　獨協医大の眼科学教室は、妹尾教授をはじめ、
上級医の先生方の熱心なご指導のもと、毎日忙し
くも楽しく、充実した日々を送らせていただいて
おります。獨協医大は毎日のように緊急手術があ
り、上級医の先生方が夜遅くまで手術をしている
姿をみて、いつしか自分も栃木の眼を守れるよう
に毎日勉強させていただいています。
　素晴らしい環境の中で毎日学べることを誇りに
思いながら、日々精進していきます。
　いつも栃木県眼科医会の先生方には大変お世話
になっております。今後、多々ご迷惑をおかけし
てしまうかと思いますが、ご指導よろしくお願い
申し上げます。

　この度、栃木県眼科医会に入会させていただき
ました伊野田悟と申します。よろしくお願い申し
上げます。
　栃木県で生まれ、高校まで地元栃木で育ちまし
た。大学は隣県にある群馬大学に入学し、平成24
年卒業とともに地元栃木に戻り、自治医科大学附
属病院にて初期研修を修了いたしました。平成26
年より自治医科大学眼科学講座に入局し、同院に
て勤務させていただいております。
　日々知識の刷新とともに、眼所見の診方も変わ
り驚きと楽しさを感じております。その一方で、
当たり前ではありますが未熟さを感じ、特に職場
の諸先生がたにはご迷惑をおかけしてばかりで
す。また幸いにも学会発表の機会なども頂き、臨
床以外の面でも眼科の面白みを感じております。
　まだまだ未熟で、栃木県眼科医会の先生がたに

伊野田　　　悟
（自治医科大学眼科）

宮　島　大　河
（獨協医科大学眼科）

西　田　奈　央
（獨協医科大学眼科）
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です。
　平成７年までは自治医大で、清水昊幸自治医大
名誉教授と澤充日大名誉教授の指導の下、フレア
セルメーターの臨床応用と水晶体摘出・眼内レン
ズ挿入術後炎症の研究を行っておりました。埼玉
では自治医大大宮医療センター（現さいたま医療
センター）の眼科標傍に従事、その後、家庭の都
合により福島で小さな眼科医院を十余年経営して
おりました。
　還暦を過ぎ、最近は個人事業主に少々疲れてき
ましたので、当クリニックの理事長・院長のご厚
意により勤務医に戻りました。これからは皆様の
ご迷惑にならないよう、一般外来診療と趣味の眼
瞼形成を続けていこうと思っております。何卒宜
しくご指導頂けますようお願い申し上げます。

　2014年４月から栃木県眼科医会に入会させて頂
きました。本会への入会は今回で３回目となりま
すので、「新入会員」というより「出戻り会員」
になります。１回目は1984年に自治医大眼科講師
として、２回目は1998年に自治医大眼科教授とし
て、今回は国際医療福祉大学病院眼科教授として
赴任しました。前回までの本会所属中は、眼科医
会の先生方には大変お世話様になりました。改め
て御礼申し上げます。私が眼科医となって37年が
過ぎましたが、自ら振り返ってみますと６～８年
毎に栃木県と東京都の眼科医会を往復しており、
結果的に妙に周期的な眼科医人生を送ってきたよ
うです。この分だと、また数年後にどこかに異動
することになるような気がします・・・。
　現在、私自身は主に外来診療と外眼部手術・
レーザー治療等を行い、内眼手術は行っていませ
ん。国福病院はベッド数が401床の中規模病院で
すが、眼科は最近手術件数も大幅に増えています。
また、神経眼科・小児眼科が充実しているのも特
徴です。さらに本年５月からは埼玉医大眼科教授

はご迷惑をお掛けすることも多々あるかと思いま
すが、日々診療・勉学に精進してまいりますので、
今後共ご指導・御鞭撻の程よろしくお願い申し上
げます。

　この度、栃木県眼科医会に入会させていただき
ました富永聡子と申します。よろしくお願い申し
上げます。
　平成19年に日本大学医学部を卒業し、その後２
年間初期臨床研修を日本大学医学部附属板橋病院
で行いました。平成21年日本大学医学部視覚科学
系眼科学分野に入局、平成25年に眼科専門医を取
得致しました。
　この度、結婚を契機に栃木県に引っ越し、平成
26年７月から自治医科大学眼科学講座に入局、勤
務させていただいております。
　祖父が足利出身であり、小さい頃に遊びに連れ
てきてもらっていた栃木県に住むことになり、不
思議なご縁を感じております。
　栃木県眼科医会の先生方には日々大変お世話に
なり、感謝しております。栃木県の眼科医療のた
めに日々自己研鑽に励んでまいりたいと思ってお
ります。
　これからも、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
い申し上げます。

　この度、栃木県眼科医会に入会させて頂きまし
た釣巻穰です。宜しくお願い申し上げ上げます。
平成７年、栃木から埼玉へ転出以来、20年ぶりの
再入会になりますので、実家に戻ったような感じ

水　流　忠　彦
（国際医療福祉大学病院眼科）

富　永　聡　子
（自治医科大学眼科）

釣　巻　　　穰
（伊野田眼科クリニック）

であった森圭介先生を眼科部長に迎え、従来の白
内障手術等に加え、網膜硝子体手術や網膜疾患の
診療・研究の充実も図られる予定です。今後も、
栃木県北部地域の眼科診療のお役に立ちたいと考
えておりますので、宜しくご指導・御鞭撻の程お
願い申し上げます。

　この度、栃木県眼科医会に入会させていただく
ことになりました齋藤由香と申します。よろしく
お願い申し上げます。
　平成８年に獨協医科大学を卒業し、自治医大さ
いたま医療センターで２年間ローテーション研修
を受けた後、眼科に入局し自治医大の本院とさい
たま医療センター眼科で数年間づつ交互に勤務さ
せていただきました。

　結婚、出産を機にさいたま医療センターの非常
勤医員となり、子育てをしながら少しだけ仕事を
する状態でしたが、さいたま医療センターでは黄
斑外来を担当し、新しい治療にも関わることがで
きました。
　去年さいたま医療センターを退職し、栃木県で
主人を手伝って齋藤眼科医院で仕事をしておりま
す。
　毎日時短で仕事をしておりますが、それでも
日々の診療に追われてなかなか新しい事にまで手
が回らない状態ですので、開業されて長い間仕事
をされている栃木県眼科医会の先生方の大変さを
痛感しています。
　また重篤な患者さんはすぐに大学の先生方にお
願いするしかなく、日々大変お世話になり感謝し
ております。
　今後は、自分にできる最善の仕事をして、地域
の患者さんから信頼されお役にたてるように頑
張って行きたいと思います。
　今後ともよろしくご指導くださいます様お願い
申し上げます。

齋　藤　由　香
（齋藤眼科医院）
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　昨年12月初めごろにタレントのウエンツさんと
ロックシンガーのDaigoさんと船橋市の非公認ゆ
るキャラふなっしーとの台湾の夜市巡りを紹介す
るＴＶのバラエティ番組を見て、ちょうど年末に
台湾に帰省する際、30数年ぶりに行ってみようと
思って行って来た。
　夜市の歴史と由来：隋や唐の時代に市場は厳格
な規制を受けており、官吏の管制で開店や閉店時
間が決められていた。晩唐の時代に長安の崇仁坊
で夜市が始まったと言われている。その後、洛
陽、開封、揚州などに発展していった。現在は主
に中華圏や東南アジアを中心に存在する。昼間の
高温を避けて比較的快適な夜に人々が外出するた
めに、夕方から真夜中に屋台、露店、雑貨、売店、
移動販売などの集合体である夜市が自然に発展し
ていき、庶民の憩いの場・生活の場として愛され
ている。
　中国語では夜市（イェーシー）、台湾語では夜
市仔（ヤーチアー）、英語ではNight market等と
呼ばれている。夜市には伝統的なものだけではな
く、同業者間の競争が非常に激しい。若者などの
支持を取り付けるために、常に新しい取り組みを
行っている店は生き残る。台湾の夜市では観光夜
市—観光客が多く集まる大型夜市と学生夜市—学
生を対象として学校の周りに発展した夜市と屋台
夜市—屋台を中心とした夜市とに分けられてい
る。台湾では夜市が観光資源として重要な役割を
果たしていて、文化的な遺産として夜市を残そう
という構想があるようです。地元の人のみならず、
多くの内外の観光客にも愛されている。
　台北の大型観光夜市は２つあって１つは規模が
一番大きく、よく知られている士林観光夜市とも
う１つは饒河街観光夜市である。今回は饒河街観
光夜市に行って来た。地理的に台湾鉄道の松山駅
とバスの饒河街観光夜市バス停の近くにあるので

比較的に行きやすい場所で、昔ながらの夜市とい
うこともあり、伝統的な小吃店も多く、買い物に
も食べ歩きにもＯＫな台湾ムード満点名夜市であ
る。饒河街夜市は直線距離約500ｍほどであり、
一本道となって一往復すれば、ほぼすべての店を
見ることが出来る。帰りに両サイドの出口から直
ぐタクシーを捕まえることが出来、大変便利です。

　バス停側のゲート（Fig１）から歩いて見ると
ゲートのすぐ傍に、珍しく美味しそうな原住民の

イノシシの腸詰の売店（Fig２）があった。そし
てゲートをくぐって先ず目に入ったのは、人が
いっぱい居ても滞りなく、ゆっくり前に進んでい
く。中に入ってみると英語、ハングル語、広東語、

蘇　　　沽　訓（小山市）

台　北　夜　市
−饒河街観光夜市（ラオホーガイかんこうやし）−

日本語などを話している欧米や韓国や香港や中国
や日本からの観光客の皆さんと地元の人が買い物
を楽しんでいたようだった。

　少し前に進んでいくと現壓甘蔗原汁（Fig３）
（サトウキビのしぼりたてジュース）の売店があっ
て、早速買って飲んでみた。小さい時に飲んだ味
とまったく同じく甘く、美味しくて昔の味のまま
で懐かしかった。
　道なりに沿って真っすぐに歩いていくと大好き

な牛軋糖（ヌガー）の店（Fig４）があった。す
べて無添加で手作り、アーモンドとか、ピーナッ
ツとか、山菜とか、ごま入りのものとかがあり、
思わずに６箱を買ってしまった。さらに『百年老
店』の看板を出す老舗の東発號でよく煮込んだ麺
にトロトロスープ、中にモツ、カキ、香菜などが
入っている台湾の昔ながらの麺線（そうめん）が
食べられる（Fig５）。
　もう少し前に行くと日本ではめったに見られ
ないスマートボール（Fig６）があった。そのあ
とは女性大好評の台湾式エステ挽面（ワンミエ
ン）という糸脱毛（Fig７）の店で顔面に大量の

粉を叩き、糸を交差させ、産毛を抜き取ることで
結構人気があって、順番待ちみたい、もしここに
訪ねることがあれば、チャレンジしては？奥に行
くと神鳥掛という小鳥占いで、かわいい小鳥が札
を選んでくれてそれを見て占い師が説明してくれ
る（Fig８）。ゲートの最後尾に饒河街観光夜市の
名物、胡椒餅の店舗（Fig９）で黒胡椒をたっぷ
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り利かせた豚肉とネギのあんを小麦粉の生地で包
み、鉄の窯で焼いたやや硬いパンのようなもので、
一口噛むとおいしい肉汁が口の中に広がる。ビー
ルのおつまみとして最高だと思う。夜市全体の
両側と真ん中にいろんな店がずらっと並んで客が
いっぱい居て食べたり、飲んだりしてまるでお祭
りのように賑わっていた。30数年振りの夜市は昔
とあまり変わってはいないが、ただ昔より国際的

知名度が上がって、夜市に訪れる外国人の方々が
年々増えているようで特に４年前の311東日本大
震災時、台湾から200億円以上の義捐金を寄付し
てもらってから、台湾に訪れる日本人の方々が以
前より増えていることをうれしく思っている。皆
様、もし台湾に訪れることがあったら、是非、一
度夜市に寄ってみてはいかが？

平成26年度
栃木県アイバンク募金　協力医療機関への御礼

　栃木県眼科医会会員の皆様におかれましては、平素アイバンク募金へのご協力を賜り誠にありがとう
ございます。
　本年度も募金の回収は５月の総会時に直接アイバンクの方に直接手渡すという形になっております。
各医療機関の皆様にはお手を煩わすかたちとなり誠に恐縮ですがどうぞよろしくお願い申し上げます。
また、栃木県アイバンクより、回収時には施設ごとに金額の計算と袋詰めをお願いしたいとのお願いが
ありました。こちらも含めご協力をお願いしたいと存じ上げます。
　平成26年度も19の医療機関のご協力を得て、合計217,618円の募金を頂きました。
　今後とも募金活動のご協力をお願い申し上げます。

協力医療機関一覧は以下のとおりです（順不同・敬称略）

旭眼科内科クリニック・金子眼科・のうか眼科・早津眼科医院・福島眼科医院・宮下眼科
医院・吉沢眼科医院・つつみ眼科クリニック・しろやま眼科・自治医大眼科学講座・高橋
眼科・さいとう眼科医院・加藤眼科医院・鈴木眼科医院・原眼科医院・伊野田眼科クリニッ
ク・宮沢眼科クリニック・中静眼科医院・国際医療福祉大学塩谷病院

ご協力ありがとうございました

公衆衛生担当理事　堤　　　雅　弘（鹿沼市）
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総務
⑴定例総会開催（１回）Ｈ26．５．11㈰　於：自治医大
⑵理事会開催（６回）
　第１回　Ｈ26．５．21㈬　於：宇都宮市医師会館
　第２回　Ｈ26．７．16㈬　　　　　　〃
　第３回　Ｈ26．９．３㈬　　　　　　〃
　第４回　Ｈ26．11．19㈬　　　　　　〃
　第５回　Ｈ27．１．21㈬　於：宇都宮市医師会館
　第６回　Ｈ27．４．15㈬　　　　　　〃
⑶中央及び関ブロ諸会議に出席
　Ｈ26．４．５㈯　平成26年度日眼医定例臨時代議員会（東京）	 原（裕）、吉澤（徹）出席
　Ｈ26．４．６㈰　　　　　　　　〃　　　	 原（裕）、吉澤（徹）出席
　Ｈ26．４．６㈰　第１回日眼医代議員会総務経理合同常任委員会（東京）	 原（裕）出席
　Ｈ26．６．14㈯　平成26年度第１回関ブロ支部長会議、関ブロ連絡協議会開催（千葉市）
	 宮下、原（裕）、出席
　Ｈ26．６．14㈯　平成26年度第１回関ブロ男女共同参画委員会開催（千葉市）
	 高橋（雄）、大柳、細川出席
　Ｈ26．６．22㈰　第２回平成26年度日眼医定例臨時代議員会（東京）	 原（裕）、吉澤（徹）出席
　Ｈ26．10．19㈰　日眼医都道府県眼科医会連絡会（東京）	 原（裕）出席
　Ｈ27．１．25㈰　日眼医代議員会総務経理合同常任委員会（東京）	 原（裕）出席
　Ｈ27．３．１㈰　平成26年度第２回関ブロ支部長会議、関ブロ連絡協議会（横浜）
	 宮下、原（裕）、吉澤出席
⑷第52回関東甲信越眼科学会準備委員会開催（４回）
　第１回　H26．６．18㈬　於：宇都宮市医師会館
　第２回　H26．８．20㈬　　　　　　〃
　第３回　H26．10．15㈬　　　　　　〃
　第４回　H27．２．18㈬　　　　　　〃

学術
⑴栃木県眼科集談会
　第67回　Ｈ26．５．11㈰　於：自治医大　75名出席
　一般演題：８題
　特別講演：「iPS細胞由来網膜色素上皮細胞移植：ヒト臨床試験および拒絶反応対策」
　　　　　　杉田　　直　先生
　　　　　　（理化学研究所発生・再生科学総合研究センター網膜再生医療研究開発プロジェクト）
　第68回　Ｈ26．11．15㈮　於：宇都宮市医師会館　74名出席
　一般講演：７題
　特別講演：「眼内サイトカイン濃度からみた加齢黄斑変性治療」
　　　　　　高橋　秀徳　先生（自治医科大学眼科学講座講師）
⑵栃木県眼科医会研究会

（平成26年４月〜
平成27年３月）会 務 日 誌

第52回関東甲信越眼科学会開催の御案内
日　時：平成28年６月18日㈯、19日㈰
会　場：宇都宮グランドホテル
主　催：関東甲信越地区眼科医会連合会
　　　　栃木県眼科医会
会　長：栃木県眼科医会　会長　原　裕
事務局：栃木県眼科医会事務局
　　　　〒321-0151　宇都宮市西川田町929-４（旭眼科内科クリニック内）
　　　　TEL028-611-1573　FAX028-611-1574
日程：６月18日㈯	 関ブロ連絡協議会	 17：00〜18：30
	 関ブロ健保審査委員会	 17：00〜18：30
	 関ブロ勤務医委員会	 17：00〜18：30
	 関ブロ男女共同参画委員会	 17：00〜18：30
	 懇親会	 18：45〜20：45
　　　６月19日㈰	 学術講演および特別講演	 ９：00〜12：00
	 眼科医療従事者講習会	 ９：00〜12：00

※ゴルフ　６月18日㈯　９：00〜12：00
　　　　　宮の森カントリークラブ
※観　光　６月19日㈰　13：00〜16：00
　　　　　蔵の街「栃木市」観光と歴史民俗資料館見学

お　し　ら　せ

○日眼医通信の転送を希望される方へ
　現在、日本眼科医会では「日眼医通信」というメールマガジンを発行しています。
　日眼医のホームページによれば「理事会速報、ホームページ更新情報、その他、会員の皆様の
お役に立つ速報性のある情報提供手段」とされています。（詳しくは日眼医ホームページ参照）
　メールマガジン「日眼医通信」を希望される方は下記のメールアドレスに、氏名、所属、メー
ルアドレスを送ってください。
　登録いただければ、日眼医からの日眼医通信を受け次第、転送いたします。

Eメール　kouhouganka@gmail.com
栃木県眼科医会　広報担当　大柳　静香

○次号、栃木県眼科医会報49号は、来年栃木県で開催される第52回関東甲信越眼科学会の特集を
組むために、平成28年10月発行となります。
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　第51回　Ｈ26．６．27㈮　於：宇都宮グランドホテル、（ノバルティスファーマと共催42名出席）
　１．｢網膜静脈閉塞症の診療アップデート｣
　　　柳　　靖雄　先生（東京大学医学部眼科学教室講師）
　２．「矯正視力1．0を目指す糖尿病黄斑浮腫の治療」
　　　村田　敏規　先生（信州大学医学部眼科学教室教授）
　第52回　Ｈ27．１．16㈮　於：宇都宮グランドホテル、わかもと製薬株式会社と共催45名参加
　１．「糖尿病黄斑浮腫治療アップデート」
　　　須藤　史子　先生（埼玉県済生会栗橋病院眼科部長）
　２．「難治症例への小切開硝子体手術の適応」
　　　井上　　真　先生（杏林大学眼科（杏林アイセンター）教授）
⑶獨協医大眼科栃眼医合同講演会
　第37回　Ｈ26．７．25㈮　於：獨協医大　70名参加
　１．「ドライアイに潜む眼瞼痙攣」
　　　後関　利明　先生（北里大学メディカルセンタ―眼科部長）
　２．「考えよう流涙症！始めよう涙道手術！」
　　　井上　　康　先生（医療法人眼科康誠会井上眼科理事長）
⑷栃木眼科セミナー
　第22回　Ｈ27．２．27㈮　於：宇都宮グランドホテル、自治医大・興和創薬共催、当会後援49名参加
　ミニレクチャー：「24時間眼圧測定デバイス：過去、現在、未来」
　　　　　　　　　原　　　岳　先生（原眼科病院院長）
　　　　特別講演：「緑内障診療の現状と将来」
　　　　　　　　　山本　哲也　先生（岐阜大学大学院医学系研究科眼科学教授）
⑸下野眼科談話会
　第24回　Ｈ27．３．27㈮　於：宇都宮グランドホテル、獨協医大主催、当会後援67名参加
　特別講演１：「iPhone、iPadを使った新しいデジタルビジョンケア」
　　　　　　　三宅　　琢　先生（東京大学先端科学技術研究センター人間支援工学分野）
　特別講演２：「OCTを併用する眼底読影の実際」
　　　　　　　石田　恭子　先生（東邦大学医療センター大橋病院眼科准教授）
⑹栃木県内科眼科関連疾患懇話会
　第８回　Ｈ26．10．９㈭　宇都宮グランドホテル　61名参加
　講演１：「白内障治療最前線」
　　　　　小早川信一郎　先生（日本医科大学多摩永山病院眼科准教授診療部長）
　講演２：「糖尿病合併症と糖化－advancedglycationendproducts（AGEs）とは？」
　　　　　麻生　好正　先生（獨協医科大学内分泌代謝内科教授）
⑺栃木ぶどう膜炎カンファレンス
　第４回　Ｈ26．10．３㈮　於：宇都宮グランドホテル　55名参加
　特別講演「Fuchs虹彩炎の話」
　　　　　　藤野　裕次郎　先生（JCHO東京都新宿メディカルセンター部長）
⑻栃眼医獨協眼科病診連携の会
　第３回　Ｈ26．10．10㈮　於：宇都宮グランドホテル　58名参加
　「眼内レンズアップデート2014」
　永田　万由美　先生（獨協医科大学眼科講師）

　「白内障手術後の管理―術後炎症とNSAIDs、最近の話題―」
　三宅　謙作　先生（医療法人湘山会眼科三宅病院理事長）
⑼下野眼科診療セミナー
　第７回　Ｈ26．９．５㈮　於：宇都宮グランドホテル　67名参加
　「眼内レンズ度数計算のコツ」
　須藤　史子　先生（東京女子医大・埼玉県済生会栗橋病院眼科）
　「斜視の診断治療と小児の眼屈折」
　八子　恵子　先生（北福島医療センター眼科）

医療安全対策及び福祉
⑴眼科コメディカル講習会
　講習会は関東各県共同主催（於：帝京大）
⑵栃眼医親睦ゴルフコンペ
　第80回　Ｈ26．４．20㈰　宮の森カントリー倶楽部　10名参加
　　　　　優勝：木村　雅彦　　準優勝：石崎　道治
　第81回　Ｈ26．10．26㈰　宇都宮カンツリークラブ　13名参加
　　　　　優勝：関本慎一郎　　準優勝：柏瀬　宗弘
⑶栃眼医忘年会開催
　Ｈ26．12．５㈮　於：ホテルニューイタヤ　18名参加
⑷平成24年度日眼医眼科医事紛争事例調査実施
　栃木県内該当０例

５．保険関係
⑴中央及び関ブロの会議
　Ｈ26．５．25㈰　日眼医全国審査委員連絡協議会（東京）	 木村出席
　Ｈ26．６．14㈰　関ブロ健康保険委員会（千葉市）	 千葉出席
　Ｈ26．10．26㈰　都道府県眼科医会健保担当理事連絡会（東京）	 井岡出席
　Ｈ27．２．15㈰　平成26年度都道府県眼科医会介護・在宅医療担当理事連絡会（東京）

吉澤（徹）出席
⑵健保研究会
　Ｈ26．５．11㈰　栃眼医総会と同時開催（自治医大）
　Ｈ26．11．21㈮　集談会後開催（宇都宮市医師会館）
⑶栃木県社保国保審査委員（眼科）連絡会
　Ｈ26．７．２㈬　宇都宮市医師会館	 千葉、木村、宮澤、鈴木、吉澤（徹）、城山、井岡出席
　Ｈ26．11．11㈫　宇都宮市医師会館	 千葉、木村、宮澤、鈴木、吉澤（徹）、城山、井岡出席

広報
⑴栃木県眼科医会報（第47号）発行（平成26年６月）
⑵理事会だより（６回）発行
⑶関ブロ会報編集委員会　Ｈ27．２．１㈰　（横浜市）	 大野出席
⑷関ブロ会報に「会長挨拶」「各県だより」「随筆」投稿
⑸ホームページ
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学校保健
⑴中央の会議に出席
　日眼医全国眼科学校医連絡協議会　　 Ｈ26．９．28㈰　（東京）	 苗加出席
⑵栃医学校保健部会理事会　　（第１回）Ｈ26．９．12㈰　とちぎ健康の森	 苗加出席
　　　　　　　　　　　　　　（第２回）Ｈ27．２．26㈭　護国会館	 苗加出席

公衆衛生
⑴栃木県眼科一次救急診療当番表を会員に送付
⑵ ｢目の愛護デー記念行事｣ 準備委員会（７月31日㈭　宇都宮市健康センター（ララスクエアビル９階））
	 堤出席
⑶ ｢目の愛護デー記念行事｣（宇都宮市健康センター（ララスクエアビル９階））
　H26．10．５㈰
　14：00～15：00　目の健康講座：「加齢に伴う目の病気～白内障の予防と治療～」
　　　　　　　　　獨協医科大学眼科学教室　後藤　憲仁　先生
　15：00～15：30　眼科無料相談会・無料眼圧測定
　　　　　　　　　相談員：高橋　康子　先生、森谷　充雄　先生、他栃眼医担当理事
⑷日本網膜色素変性症協会JRPS栃木支部医学講話
　H26．９．28㈰　講師：加藤　　健　先生
⑸献眼募金箱（栃木県アイバンク）を各眼科受付に設置し募金運動に協力

医療対策
⑴平成26年度栃木県高度管理医療機器販売管理者継続研修会（Ｈ26．12．７㈰　とちぎ健康の森）
	 95名出席
　講演１「医薬品医療機器等法に基づく医療機器販売業等の管理」
　　　　　浦島　昌久　先生（栃木県保健福祉部薬務課薬事審査担当）
　講演２「コンタクトレンズアップデート2014」
　　　　　小玉　裕司　先生（日本コンタクトレンズ学会理事）

勤務医
⑴関ブロおよび中央の会議に出席
　Ｈ26．６．41㈯　関ブロ勤務医委員会（千葉市）	 上田出席
　Ｈ26．11．３㈪　第15回全国勤務医連絡協議会（東京）	 上田出席
⑵栃木県眼科手術談話会
第19回Ｈ26．5．23（金）於：宇都宮市医師会館52名出席
一般演題：３題
特別講演：「白内障ＩＯＬ手術：嚢死再生医療とＩＯＬ縫着」
徳田芳浩先生（井上眼科病院副院長）

日本眼科医連盟
⑴日眼医連盟協議委員会
　Ｈ26．10．18㈯　（東京）	 原（裕）出席
⑵本年度連盟会費納入者（当県分）64名

⑴会員数（Ｈ27．３．31．現在）
Ａ会員　65名、Ｂ会員　84名、Ｃ会員　13名、Ｍ会員　８名、合計170名

⑵会員の異動
　入会者：５名

　Ｃ	 古　藪　幸貴子（獨協医大眼科）
　Ｃ	 宮　島　大　河（獨協医大眼科）
　Ｃ	 西　田　奈　央（獨協医大眼科）
　Ｃ	 伊野田　　　悟（自治医大眼科）
　Ｃ	 片　岡　なつき（自治医大眼科）

　転入者：５名
　Ｂ	 水　流　忠　彦（国際医療福祉大学眼科）	 東京都より
　Ｂ	 齋　藤　由　香（小山市　斉藤眼科医院）	 埼玉県より
　Ｂ	 富　永　聡　子（自治医科大学）	 東京都より
　Ｂ	 佐々木　　　誠（足利赤十字病院）	 神奈川県より
　Ａ	 秋　草　正　子（佐野市　石井眼科医院）	 東京都より

　転出者：５名
　Ｂ	 春　野　　　功（国際福祉大学病院眼科）	 秋田県へ
　Ｂ	 高　橋　佳　二（獨協医大眼科）	 青森県へ
　Ｂ	 松　本　佳　浩（獨協医大眼科）	 北海道へ
　Ｂ	 奥　村　義　彦（足利赤十字病院眼科）	 東京都へ
　Ｂ	 加　藤　浩　士（足利赤十字病院眼科）	 埼玉県へ

　退会者：３名
　Ａ	 田　口　太　郎（宇都宮市　田口眼科）
　Ａ	 石　井　章　次（佐野市　　石井眼科）
　Ａ	 久保田　芳　雄（宇都宮市　久保田眼科）

　異動者：
　①会員種別の変更

Ｂ→Ａ	 関　本　慎一郎（市貝町　関本眼科医院）
Ａ→Ｂ	 関　本　俊　男　（市貝町　関本眼科医院）
Ｂ→Ａ	 井　上　直　紀　（大田原市　井上眼科医院）
Ａ→Ｂ	 井　上　成　紀　（大田原市　井上眼科医院）

　②勤務先変更
　Ｂ	 八　木　加寿子（上都賀総合病院眼科）
　Ｂ	 山　田　徹　人（なかまる眼科）
　Ｂ	 鈴　木　隆次郎（宇都宮市　早津眼科医院）

　③自宅住所変更
　Ｂ	 上　田　昌　弘（国際医療福祉大学塩谷病院）
　Ｂ	 堤　　　瑛　理（国際医療福祉大学病院眼科）
　Ｂ	 竹　澤　美貴子（宇都宮市　伊野田眼科クリニック）

（平成26年４月〜平成27年３月）会 員 消 息
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自治医科大学眼科外来診察担当者

獨協医科大学眼科外来診察担当者

（Ｈ27年７月現在）

月 火 水 木 金 土

午　　前

川　島
新　井
坂　本
反　田
伊野田
片　岡
高橋(良)
添　田

牧　野
井　上
渡　辺
反　田
伊野田
片　岡
高橋(良)
添　田

小　幡
佐藤（彩）
新　井
坂　本
片　岡
高橋(良)
添　田

高　橋
佐藤（彩）
渡　辺
反　田
片　岡
添　田

吉　田
富　永
坂　本
伊野田
高橋（良）

ぶどう膜
川　島

網膜硝子体
高　橋
新　井

午　　後

緑内障外来
原
国　松
渡　辺

角膜外来
小　幡

弱視斜視外来
牧　野

黄斑外来
高　橋
井　上
竹　澤
佐藤(彩)
富　永

弱視斜視外来
牧　野

（Ｈ27年７月現在）

月 火 水 木 金 土

午　　前

妹尾　　正
松島　博之
須田　雄三
永田万由美
後藤　憲仁
中村　恭子
荒川　恭子
坂東　　誠

千葉　桂三
鈴木　重成
永田万由美
青瀬　雅資
渡邉　智子
石井洋次郎

松島　博之
須田　雄三
鈴木　重成
石丸　慎平
佐藤　久生
青瀬　雅資
斎藤　文信
加藤　　健

千葉　桂三
石丸　慎平
斎藤　文信
中村　恭子
宮下　博行
石井洋次郎
坂東　　誠

妹尾　　正
高橋　佳ニ
後藤　憲仁
佐藤　久生
山下由佳子
宮下　博行

【交代制】
（１班）
鈴木　重成
後藤　憲仁
中村　恭子
石井洋次郎
古藪幸貴子
岡安　彬彦

（２班）
松島　博之
石丸　慎平
佐藤　久生
斎藤　文信
坂東　　誠
宮島　大河

（３班）
須田　雄三
永田万由美
青瀬　雅資
宮下　博行
西田　奈央
伊藤　　栄

午　　後
【屈折矯正】
千葉　桂三
後藤　憲仁

【ぶどう膜】
鈴木　重成
渡邉　智子
石井洋次郎

【黄　斑】
須田　雄三
中村　恭子
坂東　　誠

【未熟児網膜症】
石丸　慎平
斎藤　文信
加藤　　健

【ロービジョン】
鈴木　重成

【角　膜】
千葉　桂三
石丸　慎平
中村　恭子
石井洋次郎
坂東　　誠

【斜視・弱視】
早津　宏夫
宮下　博行

【前眼部解析】
松島　博之
後藤　憲仁
青瀬　雅資
斎藤　文信

平成26年度　眼科コメディカル講習会修了証授与者（10名）
齋　藤　美　佳（たかはし眼科）
菊　池　弥　穂（たかはし眼科）
池　水　茉　胡（かとう眼科）
増　渕　沙　織（いのき眼科クリニック）
石　川　千　草（福島眼科医院）

安良岡　弘　子（柏瀬眼科）
小　鮒　裕　紀（柏瀬眼科）
高　野　友　美（城南眼科クリニック）
高　橋　まどか（城南眼科クリニック）
岡　崎　香　莉（原眼科医院）

　表紙の言葉
　鬼怒川温泉は古くは滝温泉といわれ1692年の発見（1752年説もある）とされ、諸大名や僧侶が利用し
たともいわれ、その後に発見された藤原温泉と合わせて鬼怒川温泉と呼ばれるようになったようです。
大自然の創造した鬼怒川の渓谷美は紅葉の季節ともなれば本当に素晴らしいものです。鬼怒川港から鬼
怒川大瀞までの全長６kmを船で下る鬼怒川ライン下りをぜひ一度体験をしてみてはいかがでしょうか。
　鬼怒川ライン下り：東武鬼怒川温泉駅より徒歩５分

文・写真　大野研一（佐野市）

〜平成26年度　眼科コメディカル講習会〜
　平成26年度眼科コメディカル講習会は、平成26年１月13日第１回から始まり、５月11日に第５回講習
会と、総括テストがおこなわれました。11人参加して10名が４/５以上出席し、修了証を授与されました。
おめでとうございます。
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栃木県眼科一次救急診療規程

（目的）
第１条　　この規程は、県民の休日における眼科一次救急診療確保のために定めるものである。

（構成）
第２条　　栃木県眼科医会会員のうち、基幹病院に勤務する会員を除く70歳未満の医師で構成する。

（対象日）
第３条　　診療の対象日は、日曜日、祝祭日および年末年始（12月30日から１月３日）とする。

（当番目）
第４条　　当番医の順番については総会で会員の承認を得て決定する。

２．当番日の都合が悪くなった場合は、各自交代する医師を決定し、本会事務局、診療施設、
　　タクシー会社への報告を義務とする。

（受付時間及び受付業務）
第５条　　受付時間は、午前10時から午後５時とし、受付業務は当該施設事務職員が行うものとする。

（診療時間）
第６条　　診療時間は、受付時間内に受付した患者の診療が完了するまでとする。

（診療室）
第７条　　診察室は、NHO栃木医療センター（以下、「医療センター」という）眼科診察室とする。

（看護師および医療器具）
第８条　　看護師は当該診療施設勤務の看護師とし、医療器具は当該診察室のものを使用する。

（給与）
第９条　　眼科一次救急診療を行った者には、医療センターと本会の契約により、医療センター臨時医

師給与規程に基づいて当該病院より給与が支給される。

（通勤手段）
第10条　　通勤は、県全域すべて契約タクシーを利用する。

（雑則）
第11条　　この規程に定めるもののほか、必要な事項は、理事会の決議を経て決定する。
	 付　則　　この規程は平成26年５月11日より施行する。

栃木県眼科医会選挙規程

（趣旨）
第１条	 この規程は，栃木県眼科医会主催で、行われる選挙について定めるものである。

（選挙管理委員長）
第２条	 会長は、選挙を公正かつ円滑に推進するため，正会員の中から選挙管理委員長を選任し理事会

の承認を経て、委嘱することができる。但し、理事はこれを兼任することはできない。
　　２	 前項の選任を行ったとき、会長は、その旨を本人に通知しなければならない。
　　３	 選挙管理委員長は、選挙管理委員会の開閉、開票の管理及び当選人の決定その他選挙の管理に

関し、必要な事務を行う。
（選挙管理委員）
第３条	 選挙管理委員長は、正会員または名誉会員の中から選挙管理委員を選任し理事会の承認を経て、

委嘱することができる。但し、理事はこれを兼任することはできない。
　　２	 前項の選任を行ったとき、選挙管理委員長は、その旨を本人に通知しなければならない。

（選挙管理委員会）
第４条	 選挙管理委員会は選挙管理委員長と選挙管理委員で構成される。
　　２	 選挙管理委員会の事務局は本会事務局に置く。
　　３	 選挙管理委員会は選挙人名簿の作成管理をする。
　　４	 選挙管理委員会は選挙の被選挙人（以下「立候補者Jという）の受付及び資格審査を行い該当

立候補者に対して立候補の受理を通知する。
　　５	 選挙管理委員会は立候補者の公示をする。
　　６	 選挙管理委員会は立候補者が規程人数より多い場合には、選挙管理委員会名で選挙実施通知書，

投票用紙及び投票用紙封入用の封筒を会員宛に送付する。投票用紙には栃木県眼科医会の印を
押印する。

　　７	 選挙管理委員会は投票用紙の管理を行う。
　　８	 選挙管理委員会は投票の有効又は無効の判定することができる。
　　９	 選挙管理委員会は選挙録の作成しなければならない。
　　10	 選挙管理委員会はその他選挙に必要な事項を遂行する。

（立候補の届出）
第５条	 立候補者は、選挙の告示日に正会員として在籍している者とし、別紙に定める所定の立候補届

出書を選挙管理委員会に提出する。
（選挙の方法）
第６条	 選挙は、選挙人の無記名投票により行う。
　　２	 前項の投票は、選挙管理委員会が送付した所定の投票用紙による郵便投票により行う。
　　３	 前項の郵便投票は、選挙人に投票用紙が届いた時から選挙の期日までに行い、選挙期日の消印

は有効とし、期日以降の消印は無効とする。
（投票の方法）
第７条	 選挙人は、立候補者のうちから、１名を投票用紙に記載し、選挙管理委員会宛に郵送する。
　　２	 選挙管理委員会は、郵送された投票用紙を厳重管理し、投票締切日が経過した後に開封する。
　　３	 定数を超えない場合は、立候補者を当選とし、定数を上回る場合には、得票数の多い順に定数
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栃木県眼科医会会則

〈名称および事務所〉
第１条	 本会は栃木県眼科医会と称し、公益社団法人日本眼科医会（以下、「日本眼科医会」という）

と連携を持つ。
　　２	 本会は事務所を会長の指定するところに置く。

〈構成〉
第２条	 本会は栃木県内で眼科を標榜する医師にして、入会を希望し、且つ理事会の承認を得た者を以

て構成する。
〈目的〉
第３条	 本会は医道の昂揚、医学向上、地域医療の充実に寄与し、併せて会員相互の親睦及び福祉の増

進を図ることを目的とし、その目的達成のために各種の事業を行う。
〈会員〉
第４条	 本会に入会しようとする者は、別に定める入会の手続きをとらなければならない。
第５条	 本会会員は別に定める会費及び負担金を納めなければならない。
第６条	 会員が正当な業務上の権利を侵害され、又は名誉を毀損されたと認めるときは、これを本会に

申告し、理事会の調停又は裁定を求めることができる。
第７条	 会員が本会会員としての義務を著しく怠り、又は本会の名誉を傷つけ、若しくは目的に反する

行為をしたときは、理事会の決議を経て、戒告または除名されることがある。

〈役員〉
第８条	 本会に次の役員を置く。
	 （１）会長　１名　（２）副会長　２名　（３）理事　若干名　（４）監事　２名
　　２	 会長及び副会長は理事とする。
第９条	 会長は本会を代表し、会務を総理する。
　　２	 副会長は、会長を補佐し、会長が事故により職務を遂行できない場合には、その職務を代行する。
　　３	 理事は会長の旨を受けて会務する。
　　４	 監事は会務を監査する。
第10条	 各員の任期は２年とする。ただし重任を妨げない。
　　２	 任期が満了しても後任者が職務を行うまでは、その職務を行わなければならない。
第11条	 会長は総会において会員によって選出され、副会長、理事、監事は会長が指名、推薦又は嘱託

する。
第12条	 日本眼科医会代議員及び予備代議員は選挙において選出する。ただし本会役員との重任を妨げ

ない。
第13条	 本会に名誉会長及び顧問を若干名を置くことができる。
　　２	 名誉会長及び顧問は理事会の議を経て会長が委嘱し、任期は会長の任期とする。
第14条	 会長が必要と認めるときは委員会を設けることができる。

〈会議〉
第15条	 会議は定例総会、臨時総会、理事会及び委員会とする。
第16条	 定例総会は毎年１回会長が召集する。臨時総会、理事会及び委員会は必要に応じて会長が召集

する。

の枠に達するまでの者を選任する。ただし、同数の場合は、選挙管理委員長が定める方法による。
（開票立会人）
第８条	 選挙管理委員長は、予め正会員の中から開票立会人５人以内を指名し、開票に立ち会わせるこ

とができる。ただし、立候補者は開票立会人になることはできない。
（無効投票）
第９条	 次の投票を無効とする。
　（１）正規の投票用紙を用いないもの、又は所定の記載方法によらないもの。
　（２）前項以外の事項は、選挙管理委員会が、開票立会人の意見を聞き、有効・無効を判定する。

（開票）
第10条	 開票は、選挙管理委員会の指揮監督の下において、開票立会人が立会って行う。
　　２	 選挙管理委員会は、投票総数を確認し、有効投票数を確定する。
　　３	 無効投票の判定は、前条に基づき選挙管理委員長が行う。
　　４	 選挙管理委員は、開票結果を開票録に記載し、選挙管理委員長に報告する。

（当選者の決定）
第11条	 選挙管理委員長は、開票録に基づき、当選者を決定する。

（選挙結果の告示）
第12条	 選挙管理委員長は、前条の決定に基づき、当選者の確定後直ちに，本人に当選の告知を行い，

就任を要請する。
　　２	 選挙管理委員長は、正会員に対し、前項の選挙結果及び当選者を本会ホームページ及び直近に

発行する理事会だより、会報に掲載し報告する。
（選挙録の作成及び保存）
第13条	 選挙管理委員長は、選挙の経過及び結果を記載した選挙録を、開票録を添えて会長に提出する。

会長はこれを５年間保存しなければならない。
（選挙の無効）
第14条	 選挙は、この規程に違反することがあって、選挙の結果に異動を生じるおそれがある場合に限

り無効とする。ただし、当選に異動を生ずるおそれのない者を区分することができるときは、
その者に限り当選の効力を失うことはない。

（雑則）
第15条	 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、理事会の決議を経て決定する。

　　付則　本規程は、平成26年５月11日より施行する。
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○ご投稿のお願い
　会報編集委員会では。会員の先生方の原稿を
募集しております。随筆・旅行記・ご意見・趣
味の話など楽しい原稿をお待ちしております。
原稿に写真を添えることも可能です。カラー写
真で寄稿されてもモノクロ印刷になることがあ
ります。あらかじめご了承ください。

○原稿送り先
〒329-0507	 下野市文教2-7-14
	 大柳内科・眼科（内）
	 栃木県眼科医会報編集委員会
	 大柳静香
	 TEL　0285-51-2400
	 FAX　0285-51-2900
	 Eメール　kouhouganka@gmail.com
　パソコンをお使いの方は、データでのご投稿を
歓迎します。

○原稿〆切
常時受け付けております。
但し、第49号の〆切は５月末日です。

○栃木県眼科医会ホームページ
http://www.tochigan.org

○編　集　後　記
　私が栃木県眼科医会報の編集に携わるように
なってから７年たちました。毎年編集作業が佳境
に入ってくると原稿の集まり具合が気になってく
るのですが、幸い原稿は期日までに揃ってくるこ
とがほとんどでした。このことは会員の皆様の意
識と結束力の表れであると思いますし、編集作業
を続けるモチベーションになったと思います。
　次号より編集の主体は私から大柳先生に移りま
す。
　引き続き会員の皆様の会報誌作成へのご理解と
ご協力の程よろしくお願いいたします。
　随筆欄では蘇　沽訓先生が台湾の夜市について
その魅力を語ってくれました。
　最後に栃木県眼科医会の進歩、発展に多大な寄
与、貢献をされました、久保田芳雄先生、田口太
郎先生、石井章次先生のご冥福をお祈り申し上げ
ます。
　お忙しい中、各種委員会報告、学術欄に原稿を
お寄せ下さった会員の皆様のおかげを持ちまして
第48号栃木県眼科医会報が出来ましたことを厚く
御礼申し上げます。	 （大野研一）

編　集　委　員
委員長　大　野　研　一

委　員　小　幡　博　人

　　　　後　藤　憲　仁

　　　　旭　　　英　幸

　　　　大　柳　静　香

　　　　早　津　宏　夫

栃木県眼科医会報（第48号）
発行日：平成27年６月30日

発行所：栃木県眼科医会

　　　　〒321−0151　栃木県宇都宮市西川田町９２９－４

　　　　　　　　　　旭眼科内科クリニック内

発行人：栃木県眼科医会

　　　　　　　原　　　　　裕

印刷所：株式会社ヤスノプランニング

　　　　〒321−0151　宇都宮市西川田町1092

広報　大　野　研　一
（佐野市）

第17条	 総会は、会員の過半数が出席しなければ成立しない。但し、委任状を提出した者は出席とみなす。
　　２	 総会の議長は、会議出席者の立候補により決定する。立候補者の無き場合には、会長が指名す

ることができる。
第18条	 総会の議決は出席会員の過半数の同意を要する。
第19条	 次の事項は総会の承認又は議決を経なければならない。但し臨時急施を要する場合はこの限り

ではない。
	 （１）収支決算及び予算
	 （２）事業報告及び事業計画
	 （３）会費の賦課、徴収方法
	 （４）会則の改正
	 （５）その他総会の決議を要すると理事会が認めた事項

〈会計〉
第20条	 本会の経費は、入会金、会費、負担金、寄付金及びその他収入を以てあてる。
第21条	 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月に終わる。

〈雑則〉
第22条	 会務執行上必要ある事項は別に施行細則を設けることができる。
第23条	 本会則の変更は、総会の議決を経なければならない。

　付則	 本会則は、平成２年４月16日より施行する。
	 本会則は、平成24年４月15日一部改訂
	 本会則は、平成26年５月11日一部改訂



処方箋医薬品：注意－医師等の処方箋により使用すること

処方箋医薬品：注意－医師等の処方箋により使用すること

製造販売

「効能・効果」「用法・用量」「禁忌を含む使用上の
注意」等については添付文書をご参照ください。

2015年5月作成XCM72F010A

XALA2015広告_110x150_枠_noDI_1C
110×150mm_枠
XCM72F010A

B51/2（150×110）

眼科手術補助剤、硝子体内注用副腎皮質ホルモン剤　＜トリアムシノロンアセトニド＞製剤
薬価基準収載処方箋医薬品（注意 ー 医師等の処方箋により使用すること）

2014.11.K
（輸入品）

【資料請求先】　　　　　　　　　　　　　営業本部学術部学術課　名古屋市南区桜本町40番地の2　〒457‒0038

※効能・効果、用法・用量、禁忌、原則禁忌を含む使用上の注意等は添付文書をご参照ください。

（2011年6月作成）

健保適用

製造販売元　

防腐剤を含まないマルチドーズ点眼薬

PF
緑内障・高眼圧症治療剤

ニプラジロール点眼液

0.005

0.25

0.12

0.05

0.5

0.5

0.1

0.25 ∙0.5

1 ∙2

2

0.1

緑内障・高眼圧症治療剤

PF
チモロールマレイン酸塩点眼液

緑内障・高眼圧症治療剤

PF
カルテオロール塩酸塩点眼液

PF
アレルギー性結膜炎治療剤

トラニラスト点眼液

眼科・耳鼻科用合成副腎皮質ホルモン製剤

PF
ベタメタゾンリン酸エステルナトリウム眼耳鼻科用液

PF
眼科用非ステロイド性抗炎症剤

ジクロフェナクナトリウム点眼液

PF
指定医薬品アレルギー性結膜炎治療剤

ケトチフェンフマル酸塩点眼液

アレルギー性結膜炎治療剤

PF
クロモグリク酸ナトリウム点眼液

PF
持続性　緑内障・高眼圧症治療剤

レボブノロール塩酸塩点眼液
塩酸塩

PF
緑内障・高眼圧症治療剤

ラタノプロスト点眼液

緑内障・高眼圧症治療剤

イソプロピル ウノプロストン点眼液
PF

角結膜上皮障害治療剤

精製ヒアルロン酸ナトリウム点眼液
PF 0.1
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